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2５ 

一
象
の
記
録
お
よ
び
象
を
詠
ん
だ
詩

明
代
、
清
代
に
お
け
る
「
洗
象
」
の
行
事
に
言
及
す
る
前
に
、
そ
れ
以
前
の
中

国
に
お
け
る
象
に
関
係
す
る
史
料
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

中
国
で
は
古
代
か
ら
「
象
」
の
存
在
は
知
ら
れ
て
お
り
、
出
土
物
や
文
献
史
料

か
ら
そ
れ
は
跡
付
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
段
嘘
に
お
い
て
は
二
つ
の
象
坑
が
発

見
さ
れ
て
お
り
、
一
方
か
ら
は
象
一
頭
と
象
遣
い
と
思
わ
れ
る
一
体
の
人
骨
が
、

も
う
一
方
か
ら
は
銅
製
の
鈴
を
付
け
た
子
象
の
骨
が
発
掘
さ
れ
て
い
罰
一
・
ま
た

段
嘘
か
ら
は
動
物
を
か
た
ど
っ
た
玉
雌
が
多
数
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に

は
象
の
玉
雛
も
含
ま
れ
て
い
る
。
段
堀
の
婦
好
墓
か
ら
は
「
帯
流
虎
襲
象
牙
杯
」

（
２
）
 

と
名
付
け
ら
れ
た
象
牙
製
の
杯
も
出
土
し
て
い
る
。
商
代
後
期
の
も
の
と
推
定

さ
れ
る
湖
南
省
醗
陵
獅
形
山
出
土
の
「
象
尊
」
、
西
周
中
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ

は
じ
め
に

中
国
に
お
け
る
年
中
行
事
に
は
「
端
午
節
」
や
「
七
夕
」
の
よ
う
に
古
い
起
源

を
も
ち
、
地
域
的
な
差
異
は
あ
る
に
せ
よ
、
ほ
ぼ
全
国
的
な
広
が
り
を
も
っ
て
現

在
に
及
ん
で
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
日
本
の
年
中
行
事
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
も
の
も
多
い
。
｜
方
、
中
国
の
特
定
の
地
域
で
特
定
の
時
代
に
の
み
執

り
行
わ
れ
、
現
在
で
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
年
中
行
事
も
あ
る
。
本
稿
で
扱
う
「
洗

象
」
の
行
事
は
後
者
の
例
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
代
か
ら
清
代
に
か
け
て
現
在
の
北

京
で
行
わ
れ
た
年
中
行
事
で
あ
り
、
当
時
の
北
京
の
風
俗
を
語
る
上
で
は
欠
か
す

こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
洗
象
」
の
行
事
を
関
連
す
る
筆
記
史

料
や
所
謂
「
洗
象
誌
」
を
手
掛
か
り
に
考
察
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
本
稿
の
主

旨
で
あ
る
。

「
洗
象
」
考

る
狹
西
省
宝
難
茄
家
荘
出
土
の
「
鳥
紋
象
尊
」
と
い
っ
た
象
を
か
た
ど
っ
た
青

銅
器
も
存
在
す
麺
）
・

史
書
か
ら
は
、
以
下
の
よ
う
な
例
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
晋
書
」
輿
服
志

武
帝
太
康
中
平
呉
後
、
南
越
献
馴
象
。
詔
作
大
車
駕
之
、
以
載
黄
門
鼓
吹
数

十
人
、
使
越
人
騎
之
。

（
武
帝
の
太
康
中
、
呉
を
平
げ
し
後
、
南
越
、
馴
象
を
献
ず
。
詔
し
て
大
車
を

作
り
て
之
を
駕
せ
し
め
、
以
て
黄
門
鼓
吹
数
十
人
を
載
せ
、
越
人
を
し
て
之

「
後
漢
書
」
光
武
帝
紀
上

初
、
王
葬
徴
天
下
能
為
兵
法
者
六
十
三
家
数
百
人
、
並
以
為
軍
吏
。
選
練
武

術
、
招
募
猛
士
、
旋
旗
輔
重
、
千
里
不
絶
。
時
有
長
人
巨
無
覇
、
長
一
丈
、

大
十
囲
、
以
為
塁
尉
。
又
駆
諸
猛
獣
虎
豹
犀
象
之
属
、
以
助
威
武
。

（
初
め
、
王
葬
、
天
下
の
能
く
兵
法
を
為
す
者
六
十
三
家
数
百
人
を
徴
し
、
並

び
に
以
て
軍
吏
と
為
す
。
武
術
を
選
練
し
、
猛
士
を
招
募
し
、
雄
旗
幡
重
、

た
け

千
里
絶
え
ず
。
時
に
長
人
巨
無
覇
有
り
、
長
一
丈
、
大
い
さ
十
囲
、
以
て
塁

尉
と
為
す
。
又
た
諸
々
の
猛
獣
の
虎
豹
犀
象
の
属
を
駆
り
、
以
て
威
武
を
助

く
。
）

『
漢
書
」
武
帝
紀
、
元
狩
一
一
輪
）

南
越
献
馴
象
能
言
鳥
。

（
南
越
、
馴
象
・
能
言
の
鳥
を
献
ず
。
）

日
原

傳

Hosei University Repository



2６ 

南
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
珍
獣
と
し
て
皇
帝
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
、
軍
隊
の
列

に
編
入
さ
れ
た
り
、
儀
式
用
の
車
を
引
き
皇
帝
の
威
厳
を
示
す
た
め
に
使
わ
れ
た

こ
と
、
ま
た
皇
帝
の
即
位
に
際
し
て
恩
愛
を
示
す
か
た
ち
で
野
に
放
た
れ
た
こ
と

を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
献
上
さ
れ
た
異
形
の
珍
獣
と
い
う
側
面
の
一
方
で
、

「
馴
象
」
「
舞
象
」
と
い
う
言
葉
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
大
き
な
体
を
し
た
象
が
象
遣

い
の
命
令
に
素
直
に
従
っ
て
働
き
、
時
に
は
蕊
を
し
た
り
す
る
点
も
合
わ
せ
意
識

さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
形
で
詩
賦
の
世
界
に
お
い
て
も
「
象
」
が
詠
み
こ
ま
れ
て

い
る
。
『
偲
文
斎
詠
物
詩
選
」
の
「
象
」
の
項
目
に
は
、
晋
の
郭
嘆
「
象
讃
」
、
唐

の
李
矯
「
象
」
、
唐
の
殿
尭
藩
「
偶
題
」
、
元
の
楊
允
孚
「
潔
京
雑
詠
」
三
首
、
元

の
張
昼
「
裁
下
曲
」
を
拾
禿
）
・
「
歴
代
賦
桑
」
に
は
、
唐
の
杜
洩
お
よ
び
作
者
不

明
の
「
越
人
献
馴
象
賦
」
各
一
首
、
唐
の
独
孤
授
お
よ
び
独
孤
良
器
の
「
放
馴
象

賦
」
各
一
首
の
計
四
首
を
拾
一
だ
。
以
下
、
参
考
ま
で
に
郭
嘆
「
象
讃
」
、
李
矯

「
象
」
、
楊
允
孚
「
潔
京
雑
詠
」
一
一
一
首
を
取
り
上
げ
て
み
る
。

晋
の
郭
漢
の
「
象
讃
」
は
「
漢
魏
六
朝
百
三
名
家
集
」
所
収
の
「
郭
弘
農
集
」

巻
二
「
山
海
経
図
讃
」
の
な
か
に
収
め
詮
）
。
郭
嘆
は
「
山
海
経
」
に
注
を
つ
け

た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
こ
の
「
山
海
経
図
讃
」
と
い
う
作
品
は
、
お
そ
ら
く

郭
漢
が
「
山
海
経
」
に
付
さ
れ
て
い
る
図
を
見
な
が
ら
、
そ
れ
を
詠
み
こ
ん
だ
も

の
で
あ
ろ
う
。
「
山
海
経
』
の
該
当
箇
所
の
本
文
は
、
「
東
五
百
里
を
、
潔
過
の

「
旧
唐
書
」
徳
宗
紀
上
、
大
暦
十
四
年

丁
亥
、
詔
文
単
国
所
献
舞
象
三
十
二
、
令
放
荊
山
之
陽
。

（
丁
亥
、
詔
し
て
文
単
国
の
献
ぜ
し
所
の
舞
象
三
十
二
、
荊
山
の
陽
に
放
た

し
む
。
）

「
北
斉
書
」
文
宣
帝
紀
、
天
保
七
年

乙
丑
、
梁
湘
州
刺
使
王
琳
献
馴
象
。

（
乙
丑
、
梁
の
湘
州
刺
使
王
琳
、
馴

に
騎
せ
し
む
。
）

馴
象
を
献
ず
。
）

唐
の
李
矯
「
象
」
は
「
全
唐
詩
」
巻
五
十
九
に
収
め
麹
。
な
お
、
李
嬬
の
詠
物

詩
は
「
李
矯
雑
詠
」
と
い
う
詠
物
詩
集
に
仕
立
て
ら
れ
た
。
中
国
で
は
早
く
に

快
し
た
が
、
日
本
に
伝
わ
っ
て
広
く
流
布
し
た
。

「
魁
梧
」
は
体
が
大
き
く
て
立
派
な
さ
ま
。
「
誼
」
は
普
通
と
異
な
る
こ
と
。

そ
の
異
形
の
姿
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
後
の
句
で
指
摘
す
る
家
よ
り
も
小
さ
い
目
、

尾
の
よ
う
に
み
え
る
長
い
鼻
な
ど
を
意
識
し
て
の
言
葉
と
思
わ
れ
る
。
図
を
見
て

の
讃
で
も
あ
り
、
巨
大
で
特
異
な
容
貌
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に

先
に
引
い
た
『
山
海
経
」
の
象
の
箇
所
に
付
し
た
郭
漢
の
注
に
は
「
象
は
獣
の
最

も
大
な
る
者
、
長
鼻
な
り
。
大
な
る
者
は
牙
の
長
さ
一
丈
。
性
は
妬
に
し
て
淫
子

を
畜
は
ず
」
と
あ
る
。

山
と
曰
ふ
。
其
の
上
に
金
玉
多
く
、
其
の
下
に
犀
・
兇
多
く
、
象
多
随
」
と
あ

り
、
「
山
海
経
図
讃
」
で
は
「
象
」
の
讃
は
、
「
犀
」
「
兇
」
の
作
に
続
い
て
配
列

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
讃
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

動望目肉体象
若頭不兼巨実象
丘如踊十貌魁
徒尾家牛誰梧

象

鯵
林
開
郡
畢

維
揚
作
貢
初

万
推
方
演
楚

恵
子
正
焚
書

執
燧
奔
呉
戦

郭
漢

象
は
実
に
魁
梧

已

体
は
巨
に
し
て
貌
は
論
な
り

肉
は
十
牛
を
兼
ね

い
の
こ
こ

目
は
家
を
蹄
え
ず

頭
を
望
め
ば
尾
の
如
く

う
つ

動
け
ば
丘
の
徒
る
が
若
し

李
嶋

篭
林
郡
を
開
き
畢
り

維
楊
貢
を
作
す
初
め

万
椎
方
に
楚
に
演
じ

恵
子
正
に
書
を
焚
く

燧
を
執
り
て
呉
戦
に
奔
り
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2７ 

元
の
楊
允
孚
の
「
藻
京
雑
詠
」
三
首
は
顧
嗣
立
編
「
元
詩
選
」
に
は
「
潔
京

雑
詠
二
百
首
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
諭
一
「
侃
文
斎
詠
物
詩
選
」
は
そ
の
う
ち
象

を
詠
み
こ
ん
だ
三
首
（
其
一
一
、
其
四
十
六
、
其
七
十
八
）
を
詠
物
詩
と
し
て
採
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
「
潔
京
」
は
元
の
上
都
（
現
在
の
内
蒙
古
自
治
区
の
多
倫
）

の
別
称
。
こ
の
よ
う
な
北
方
の
地
に
ま
で
象
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
鷲
か

「
鯵
林
」
は
漢
代
に
置
か
れ
た
郡
名
。
「
維
揚
」
は
九
州
の
一
の
揚
州
の
こ
と
。

「
尚
書
」
禺
貢
に
揚
州
か
ら
の
貢
物
と
し
て
「
金
三
品
・
藩
・
混
・
篠
・
蕩
・

歯
・
革
・
羽
・
毛
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
「
歯
」
に
つ
い
て
は
孔
穎
達
の
疏
に

「
象
牙
」
の
こ
と
だ
と
す
る
。
「
万
推
」
は
人
名
。
「
蕊
文
類
聚
」
巻
九
十
五
・
獣

部
下
「
象
」
に
引
く
「
異
苑
」
に
、
会
稽
の
張
茂
が
大
き
な
象
の
夢
を
見
た
の
で

万
椎
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
あ
な
た
は
太
守
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
象
は
「
大
獣
」

で
あ
り
、
そ
れ
は
「
太
守
」
に
音
通
す
る
。
し
か
し
象
が
牙
の
た
め
に
身
を
焚
か

れ
る
よ
う
に
後
に
人
に
殺
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
答
え
た
話
が
見
え
る
。
四
句
目

に
関
し
て
は
、
現
在
の
安
徽
省
鳳
陽
県
の
南
に
「
焚
脅
岡
」
と
い
う
所
が
あ
り
、

恵
子
が
こ
こ
で
書
を
焼
い
た
と
こ
ろ
、
灰
が
黄
金
に
な
り
、
雨
の
後
な
ど
に
は

往
々
金
が
出
た
と
い
う
話
が
伝
わ
る
。
五
句
目
は
「
春
秋
左
氏
伝
」
定
公
四
年
の

え
い

記
事
に
基
づ
く
。
呉
軍
に
敗
れ
て
都
（
郭
）
を
逃
げ
出
し
た
楚
の
昭
王
が
尻
尾
に

火
を
縛
り
付
け
た
象
を
呉
軍
に
向
け
て
放
た
せ
た
話
が
あ
る
。
六
句
目
は
や
は
り

「
藝
文
類
聚
」
巻
九
十
五
・
獣
部
下
「
象
」
に
引
く
「
江
表
伝
」
に
基
づ
く
。
孫

権
か
ら
象
二
頭
を
贈
ら
れ
た
曹
操
が
そ
の
重
さ
を
知
り
た
が
っ
た
が
、
分
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
時
に
幼
い
鄙
王
沖
が
、
象
を
大
き
な
船
に
載
せ
て
喫
水
線
に
印
を
付

け
、
物
を
同
じ
だ
け
載
せ
て
量
る
方
法
を
提
言
し
、
曹
操
が
大
い
に
悦
ん
だ
話
が

あ
る
。
「
六
牙
」
は
象
の
牙
を
言
う
ら
し
い
。
「
酉
陽
雑
俎
」
巻
十
六
に
仏
教
の
経

典
の
説
と
し
て
言
及
が
あ
る
。
以
上
、
李
矯
の
こ
の
詩
は
「
象
」
に
関
す
る
典
故

を
駆
使
し
て
成
っ
た
作
品
と
言
え
よ
う
。

千六量
葉牙舟
奉行入
高致魏
居遠蠅

舟
を
量
り
て
魏
嘘
に
入
る

六
牙
行
き
て
遠
き
を
致
し

千
葉
高
居
仁
奉
ず

「
聿
来
」
は
進
ん
で
朝
貢
に
来
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
「
越
裳
」
は
安

南
南
部
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
国
。
「
重
訳
」
は
翻
訳
を
重
ね
る
こ
と
。
「
漢
書
」
平

帝
紀
に
「
元
始
元
年
春
正
月
、
越
裳
氏
訳
を
重
ね
て
白
維
一
、
黒
錐
二
を
献
ず
」

と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
海
に
産
出
す
る
「
明
珠
」
、
神
物
と
さ
れ
る
「
九
尾
の

亀
」
と
と
も
に
「
馴
象
」
は
そ
の
南
方
の
国
か
ら
の
貢
物
な
の
で
あ
ろ
う
。

「
納
宝
」
は
皇
帝
の
宿
所
を
い
う
。
「
龍
虎
台
」
と
は
そ
の
具
体
的
な
場
所
を

言
う
の
で
あ
ろ
う
。
上
都
に
行
幸
す
る
途
中
の
情
景
の
描
写
。
象
は
車
を
引
い
て

あ
ら
わ
れ
る
。

さ
れ
る
が
、
「
潔
京
雑
詠
」
に
付
す
注
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
上
都
に
避
暑
の
た

め
に
行
幸
し
た
皇
帝
と
と
も
に
夏
の
間
だ
け
連
れ
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
三
首
は
次
の
よ
う
な
詩
で
あ
る
。

其
七
十
八

怪
得
家
億
笑
語
回

門
前
鷺
見
事
奇
哉

老
翁
携
鼠
街
頭
売

其
四
十
六

聿
来
新
貢
又
殊
方

重
訳
寧
誇
自
越
裳

馴
象
明
珠
亀
九
尾

皇
王
王
宝
寿
無
調

其
二

納
宝
盤
営
象
箪
来

画
簾
醗
暖
九
重
開

大
臣
奏
罷
行
程
記

万
歳
声
伝
龍
虎
台

み
ず
か

聿
ら
来
た
ヱ
ロ
新
貢
又
た
方
を
殊
に
す

訳
を
重
ね
て
寧
ろ
誇
る
越
裳
よ
り
す
る
を

馴
象
明
珠
亀
は
九
尾

ひ
ぼ
う
か
ぎ

皇
王
の
王
宝
寿
認
肘
ソ
無
け
ん

怪
し
み
得
た
る
家
億
笑
語
の
回
る
を

門
前
驚
き
見
る
事
の
奇
な
る
か
な
と

老
翁
鼠
を
携
へ
て
街
頭
に
売
り

納
宝
の
盤
営
象
篭
来
た
る

画
簾
鮭
暖
か
に
九
重
開
く

大
臣
は
奏
し
罷
む
行
程
記

万
歳
の
声
は
伝
ふ
龍
虎
台
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注
に
「
黄
鼠
は
藻
京
の
奇
品
な
り
」
と
あ
る
。
其
八
十
八
に
も
「
霜
寒
く
ま

月
青
山
痩
せ
、
草
実
り
平
平
坂
黄
鼠
肥
ゆ
」
と
い
う
句
が
見
え
る
。
宋
の

文
惟
簡
「
虜
廷
事
実
」
に
拠
れ
ば
食
用
に
す
る
よ
う
で
あ
る
。
第
四
句
の
「
碧
眼
」

「
黄
韓
」
は
潔
京
の
街
の
国
際
性
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

呉
は
明
の
太
祖
朱
元
璋
の
呉
王
時
代
に
称
し
た
年
号
。
呉
元
年
は
ほ
ぼ
西
暦
一

三
六
七
年
に
当
る
。
「
薗
簿
」
は
天
子
の
行
列
。
朱
元
璋
の
皇
帝
即
位
式
の
様
子

を
示
し
た
も
の
で
、
馴
象
六
頭
が
使
わ
れ
て
い
る
。

二
明
清
時
代
の
儀
仗
に
お
け
る
象

つ
ぎ
に
明
清
時
代
の
儀
仗
に
お
い
て
「
象
」
が
使
わ
れ
て
い
る
例
を
挙
げ
て
お

こ
》
フ
。「
明
史
」
儀
衛
志
「
皇
帝
儀
仗
」

呉
元
年
十
二
月
辛
酉
、
中
書
左
相
国
李
善
長
率
礼
官
以
即
位
礼
儀
進
。
是
日

清
展
、
拱
衛
司
陳
設
歯
簿
、
列
甲
士
於
午
門
外
之
東
西
、
列
旗
仗
於
奉
天
門

外
之
東
西
。
龍
旗
十
二
、
分
左
右
、
用
甲
士
十
二
人
。
北
斗
旗
「
議
一
居

前
、
豹
尾
一
居
後
、
倶
用
甲
士
三
人
。
虎
豹
各
二
、
馴
象
六
、
分
左
右
…
…

（
呉
元
年
十
二
月
辛
酉
、
中
誓
左
相
国
李
善
長
、
礼
官
を
率
ひ
即
位
礼
儀
を
以

て
進
む
。
是
の
日
清
展
、
拱
衛
司
、
歯
簿
を
陳
設
し
、
甲
士
を
午
門
外
の
東

西
に
列
し
、
旗
仗
を
奉
天
門
外
の
東
西
に
列
す
。
飽
旗
十
二
、
左
右
に
分
か

ち
、
甲
士
十
二
人
を
用
ふ
。
北
斗
旗
一
、
識
一
は
前
に
居
り
、
豹
尾
一
は
後

に
居
り
、
倶
に
甲
士
三
人
を
用
ふ
。
虎
豹
各
々
二
、
馴
象
六
、
左
右
に
分
か

つ
：
。
：
。
）

「
明
史
」
儀
衛
志
「
皇
帝
儀
仗
」

洪
武
元
年
十
月
定
元
旦
朝
賀
儀
。
金
吾
衛
於
奉
天
門
外
分
設
旗
幟
。
宿
衛
於

午
門
外
分
設
兵
仗
。
衛
尉
寺
於
奉
天
殿
門
及
丹
陛
・
丹
輝
設
黄
麿
仗
。
内

碧
眼
黄
脅
騎
象
来
碧
眼
黄
憲
象
に
騎
り
て
来
た
る

洪
武
元
年
は
西
暦
一
三
六
八
年
。
元
旦
の
朝
賀
儀
に
お
い
て
も
馴
象
六
頭
を
使

用
す
る
と
い
う
制
度
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
形
式
は
、
冬
至
・
皇
帝
の
誕
生

日
・
官
吏
任
命
式
・
親
王
お
よ
び
蕃
使
の
来
朝
と
い
っ
た
際
の
儀
式
に
お
い
て

も
適
用
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
明
朝
の
首
都
は
は
じ
め
江
南
の
応
天
府

（
現
在
の
南
京
）
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
第
三
代
の
永
楽
帝
の
時
に
華
北
の
北
平

府
を
北
京
と
改
称
し
、
遷
都
し
た
。
永
楽
十
九
（
一
四
二
一
）
年
の
こ
と
で
あ

る
。清
朝
に
お
い
て
も
儀
仗
の
制
に
象
を
使
う
形
式
は
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
「
清
く
云

典
』
、
「
清
会
典
事
例
」
、
「
漬
史
稿
」
と
い
っ
た
史
料
か
ら
そ
の
様
子
を
う
か
が
う

こ
と
が
出
来
る
。

「
清
会
典
」
巻
八
十
一
一
一
「
鍵
儀
勵
」

大
駕
薗
簿
。
惟
三
大
祀
陳
焉
。
〈
注
〉
園
丘
・
祈
穀
・
常
零
一
一
一
大
祀
。
前
一

使
監
掌
執
於
殿
上
。
凡
遇
冬
至
・
聖
節
・
冊
拝
・
親
王
及
蕃
使
来
朝
、
儀
倶

同
。
其
宣
詔
赦
・
降
香
、
則
惟
設
奉
天
殿
門
及
丹
陛
儀
仗
・
殿
上
箪
執

云
。
／
其
陳
布
次
第
、
午
門
外
、
刀
・
盾
・
笠
・
叉
各
置
於
東
西
、
甲
士
用

赤
。
奉
天
門
外
中
道
、
金
吾
・
宿
衛
二
衛
設
龍
旗
十
二
、
分
左
右
、
用
青
甲

士
十
二
人
。
北
斗
旗
一
、
識
一
居
前
。
豹
尾
一
居
後
、
倶
用
黒
甲
士
三
人
。

虎
豹
各
二
、
馴
象
六
、
分
左
右
。

（
洪
武
元
年
十
月
、
元
旦
朝
賀
儀
を
定
む
。
金
吾
衛
は
奉
天
門
外
に
旗
幟
を
分

設
す
。
宿
衛
は
午
門
外
に
兵
仗
を
分
設
す
。
衛
尉
寺
は
奉
天
殿
門
及
び
丹

陛
・
丹
輝
に
黄
魔
仗
を
設
く
。
内
使
監
は
殿
上
を
準
執
す
。
凡
そ
冬
至
・

聖
節
・
冊
拝
・
親
王
及
び
蕃
使
の
来
朝
に
遇
ふ
は
、
儀
、
倶
に
同
じ
。
其
の

詔
赦
・
降
香
を
宣
ぶ
る
は
、
則
ち
惟
だ
奉
天
殿
門
及
び
丹
陛
の
儀
仗
・
殿
上

の
筆
執
を
設
く
る
の
み
云
。
／
其
の
陳
布
次
第
、
午
門
外
は
、
刀
・
盾
・

笠
・
叉
、
各
々
東
西
に
置
き
、
甲
士
は
赤
を
用
ふ
。
奉
天
門
外
中
道
、
金

吾
・
宿
衛
二
術
は
龍
旗
十
二
を
設
け
、
左
右
に
分
か
ち
、
青
甲
士
十
二
人
を

用
ふ
。
北
斗
旗
一
、
譲
一
は
前
に
居
り
、
豹
尾
一
は
後
に
居
り
、
倶
に
黒

甲
士
三
人
を
用
ふ
。
虎
豹
各
々
二
、
馴
象
六
、
左
右
に
分
か
つ
。
）
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「
圃
丘
」
は
天
子
が
冬
至
に
天
を
祭
る
儀
式
を
い
う
。
「
祈
穀
」
は
正
月
上
辛

の
日
に
来
歳
の
豊
穣
を
祈
る
儀
式
を
い
う
。
「
常
雰
」
は
五
月
に
上
帝
を
祭
る
儀

式
で
あ
る
。
「
零
」
は
雨
乞
い
の
意
。
「
清
会
典
事
例
」
に
拠
れ
ば
康
煕
七
年
に

始
ま
っ
た
と
い
う
。
法
駕
歯
簿
に
言
う
「
五
籍
」
は
大
駕
薗
簿
に
言
う
「
革
絡
・

木
略
・
象
略
・
金
絡
・
玉
絡
」
を
総
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
革
、

木
、
象
、
金
、
玉
」
は
絡
車
の
飾
り
に
由
来
す
る
命
名
で
あ
る
。
以
下
に
引
く

「
清
会
典
事
例
」
「
漬
史
稿
」
の
例
で
は
「
革
絡
」
「
木
籍
」
「
象
鞘
」
を
引
く
の
は

馴
象
所
。
・
・
…
・
…
掌
設
朝
象
儀
象
。
〈
注
〉
朝
象
四
。
日
以
旭
旦
設
於
天
安

門
外
。
朝
会
亦
設
之
。
用
民
尉
二
十
四
人
。
儀
象
。
凡
宝
象
五
、
導
象
四
。

大
駕
法
駕
歯
簿
皆
設
之
。
用
民
尉
一
百
八
人
。

（
馴
象
所
。
・
・
・
…
…
朝
象
・
儀
象
を
設
く
る
を
挙
る
。
〈
注
〉
朝
象
四
。
日
々

旭
旦
を
以
て
天
安
門
外
に
設
く
。
朝
会
亦
た
之
を
設
く
。
民
尉
二
十
四
人
を

用
ふ
。
儀
象
。
凡
そ
宝
象
五
、
導
象
四
。
大
駕
、
法
駕
の
薗
薄
、
皆
之
を
設

く
。
民
尉
一
百
八
人
を
用
ふ
。
）

法
駕
歯
簿
。
祭
祀
則
陳
於
路
。
〈
注
〉
祭
方
沢
、
陳
法
駕
薗
簿
。
其
制
、
皇

帝
乗
金
鑓
。
前
列
導
象
。
次
宝
象
。
…
…
…
次
五
輔
。
如
大
駕
。

（
法
駕
歯
簿
。
祭
祀
な
ら
ば
則
ち
路
に
陳
ぬ
。
〈
注
〉
方
沢
を
祭
る
に
、
法
嗣

園
簿
を
陳
ぬ
。
其
の
制
、
皇
帝
は
金
錐
に
乗
る
。
前
に
導
象
を
列
す
。
宝
象

を
次
ぐ
。
…
…
…
五
籍
を
次
ぐ
。
大
駕
の
如
し
。
）

日
。
皇
帝
詣
斎
宮
。
及
祭
日
礼
成
、
皇
帝
回
宮
。
皆
陳
大
駕
薗
簿
。
其
制
、

皇
帝
乗
玉
輩
。
前
列
導
象
四
。
次
宝
象
五
。
…
…
…
次
革
絡
木
絡
象
絡
金
諮

玉
絡
各
一
。

（
大
駕
歯
簿
。
惟
だ
三
大
祀
の
み
焉
を
陳
ぬ
。
〈
注
〉
園
丘
・
祈
穀
・
常
雰
の

三
大
祀
。
前
一
日
に
皇
帝
、
斎
宮
に
詣
づ
。
祭
日
の
礼
成
る
に
及
び
、
皇
帝
、

宮
に
回
る
。
皆
大
駕
歯
簿
を
陳
ぬ
。
其
の
制
、
皇
帝
は
玉
篭
に
乗
る
。
前
に

導
象
四
を
列
す
。
宝
象
五
を
次
ぐ
。
…
…
…
革
絡
・
木
轄
・
象
絡
・
金
諮
・

玉
絡
各
一
を
次
ぐ
。
）

馬
、
「
金
絡
」
「
玉
絡
」
を
引
く
の
が
象
と
な
っ
て
い
る
。

「
漬
史
稿
」
巻
一
百
五
、
興
服
志
叱

皇
帝
大
駕
歯
簿
。
園
丘
・
祈
穀
・
常
零
三
大
祀
、
用
之
。
大
閲
時
詣
行
宮
、

礼
成
還
宮
、
亦
用
之
。
其
制
、
前
列
導
象
四
。
次
宝
象
五
。
次
静
鞭
四
。
・
・
・

…
…
次
革
絡
駕
馬
四
、
木
絡
駕
馬
六
、
象
絡
駕
馬
八
、
金
絡
駕
象
一
、
玉
絡

駕
象
一
。

（
皇
帝
の
大
駕
薗
簿
。
圃
丘
・
祈
穀
・
常
露
の
三
大
祀
、
之
を
用
ふ
。
大
関

の
時
、
行
宮
に
詣
で
、
礼
成
り
宮
に
還
る
に
、
亦
た
之
を
用
ふ
。
其
の
制
、

前
に
導
象
四
を
列
す
。
宝
象
五
を
次
ぐ
。
静
鞭
四
を
次
ぐ
。
…
…
…
革
籍
駕

馬
四
、
木
轄
駕
馬
六
、
象
絡
駕
馬
八
、
金
絡
駕
象
一
、
玉
絡
駕
象
一
を
次
ぐ
。
）

（
脳
）

「
清
会
典
事
例
」
巻
一
千
一
百
一
十
「
盤
儀
衛
一
二
」
儀
制

大
駕
歯
簿
。
前
列
導
象
四
、
民
尉
二
十
八
人
。
次
宝
象
五
、
民
尉
八
十
人
。

…
…
…
次
革
絡
駕
馬
四
、
民
尉
三
十
一
一
人
、
木
絡
駕
馬
六
、
民
尉
三
十
二
人
、

象
絡
駕
馬
八
、
民
尉
三
十
四
人
、
金
絡
駕
象
一
、
民
尉
四
十
四
人
、
玉
絡
駕

象
一
、
民
尉
四
十
四
人
。

（
大
駕
歯
簿
。
前
に
導
象
四
、
民
尉
二
十
八
人
を
列
す
。
宝
象
五
、
民
尉
八

十
人
を
次
ぐ
。
…
…
…
革
絡
駕
馬
四
、
民
尉
一
一
一
十
二
人
、
木
轄
駕
馬
六
、
民

尉
三
十
二
人
、
象
絡
駕
馬
八
、
民
尉
一
一
一
十
四
人
、
金
絡
駕
象
一
、
民
尉
四
十

四
人
、
玉
諮
駕
象
一
、
民
尉
四
十
四
人
を
次
ぐ
。
）

昇
殿
及
常
朝
。
用
駄
宝
象
五
隻
、
駕
輩
象
二
隻
。
又
毎
日
黎
明
設
常
朝
四
象

於
天
安
門
外
左
右
排
列
。

（
昇
殿
及
び
常
朝
。
駄
宝
象
五
隻
、
駕
箪
象
二
隻
を
用
ふ
。
又
た
毎
日
黎
明

に
常
朝
の
四
象
を
天
安
門
外
に
設
け
、
左
右
に
排
列
す
。
）

法
駕
歯
簿
。
前
列
導
象
。
次
宝
象
。
次
静
鞭
。
次
五
輪
。
与
大
駕
同
。

（
法
駕
歯
簿
。
前
に
導
象
を
列
す
。
宝
象
を
次
ぐ
。
静
鞭
を
次
ぐ
。
五
籍
を

次
ぐ
。
大
駕
と
同
じ
。
）

Hosei University Repository



3０ 

三
「
洗
象
」
に
関
す
る
筆
記
史
料

「
洗
象
」
に
関
す
る
古
い
筆
記
史
料
の
一
つ
と
し
て
明
の
沈
徳
符
（
一
五
七
八

－
一
六
四
二
）
の
「
万
暦
野
獲
編
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
万
暦
三
十
四
（
一
六
○
六
）

年
の
序
が
あ
る
。
作
者
は
漸
江
省
嘉
興
の
人
。
少
時
に
祖
父
、
父
に
従
っ
て
北
京

に
移
り
、
中
年
以
後
南
方
に
帰
っ
た
と
い
う
。
後
代
の
史
料
の
藍
本
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
巻
二
十
四
「
風
俗
、
六
月
六
日
」
の
記
事
を
「
洗
象
」

（
肥
）

以
外
の
記
述
も
合
わ
せ
て
関
連
記
事
を
引
用
し
て
お
く
。

「
清
会
典
図
』
巻
八
十
五
「
輿
衛
九
」
に
は
「
宝
象
」
「
導
象
」
の
図
が
掲
げ

（
Ⅵ
）
 

ら
れ
、
象
の
纏
う
飾
り
等
に
関
す
る
説
明
が
あ
る
。
な
お
康
煕
帝
の
華
甲
を
祝

賀
す
る
祭
典
の
様
子
を
伝
え
る
「
万
寿
盛
典
初
集
」
全
一
百
二
十
巻
は
、
康
煕
五

十
六
二
七
一
七
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
巻
四
十
一
～
四
十
二
は
、
祝
賀

式
典
の
情
景
を
描
い
た
連
続
画
と
な
っ
て
い
誌
）
・
そ
の
巻
四
十
一
、
十
八
葉
ウ

ー
’
一
十
葉
オ
の
四
葉
に
は
儀
仗
に
参
加
し
た
こ
れ
ら
の
象
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ

の
形
態
か
ら
「
宝
象
」
五
頭
、
「
導
象
」
四
頭
、
「
輩
象
」
二
頭
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
は
上
記
の
「
清
会
典
事
例
」
や
「
情
史
稿
」
の
記
述
と
も
一
致
し
て
い
る
。

な
お
明
の
万
暦
時
代
の
書
と
さ
れ
る
蒋
一
葵
の
「
長
安
客
話
」
に
拠
れ
ば
、
「
象

房
」
は
「
宣
武
門
西
城
嫡
北
」
に
あ
っ
た
と
い
禿
一
・
精
・
干
敏
中
等
編
纂
「
欽

定
日
下
旧
聞
考
」
巻
四
十
九
「
城
市
」
に
引
く
三
部
志
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
象

（
〃
》

房
は
明
の
弘
治
八
（
一
四
九
五
）
年
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

京
師
象
隻
皆
用
其
日
洗
於
郭
外
之
水
浜
。
一
年
惟
此
一
度
。
因
相
交
感
。

（
京
師
の
象
隻
、
皆
其
の
日
を
用
て
郭
外
の
水
浜
に
洗
ふ
。
一
年
に
惟
だ
此
の

一
度
の
み
。
因
り
て
相
交
感
す
。
）

又
象
性
最
警
。
入
朝
遅
誤
、
則
以
上
命
賜
杖
、
必
伏
而
受
筆
如
数
、
起
又
謝

法
駕
歯
簿
、
与
大
駕
園
簿
同
。
惟
彼
用
鏡
歌
楽
、
此
則
用
鏡
歌
鼓
吹
。

（
法
駕
歯
簿
は
大
駕
歯
簿
と
同
じ
。
、
惟
だ
彼
は
鏡
歌
楽
を
用
ひ
、
此
は
則

ち
鏡
歌
鼓
吹
を
用
ふ
。
）

「
大
朝
会
」
は
正
旦
、
冬
至
の
朝
会
の
儀
式
。
前
の
章
で
引
い
た
「
明
史
」
儀

衛
志
で
は
馴
象
六
頭
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
や
が
て
も
っ
と
多
く
の
象
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
常
朝
」
の
儀
式
で
さ
え
象
は
六
頭
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

又
能
以
鼻
作
盛
栗
銅
鼓
諸
声
。
入
観
者
持
銭
男
象
奴
、
如
教
献
技
。
又
必

斜
睨
奴
受
銭
満
数
、
而
後
昂
鼻
傭
首
鴫
鴫
出
声
。

（
又
た
能
く
鼻
を
以
て
密
栗
・
銅
鼓
の
諸
声
を
作
す
。
入
り
て
観
る
者
、
銭
を

あ
た

持
ち
て
象
奴
に
界
ふ
れ
ば
、
教
へ
し
如
く
技
を
献
ず
。
又
た
必
ず
斜
に
奴
の

み
お
お

銭
を
受
く
る
｝
」
と
数
に
満
つ
る
を
呪
、
而
る
後
鼻
を
昂
げ
首
を
附
し
、
鳴
鳴

と
声
を
出
す
ｃ
）

象
初
至
京
、
伝
聞
先
於
射
所
演
習
。
故
謂
之
演
象
所
。
而
錦
衣
衛
自
有
訓
象

所
。
専
管
象
奴
及
象
隻
。
特
命
錦
衣
指
揮
一
員
提
督
之
。
凡
大
朝
会
役
像
甚

多
。
及
駕
載
駄
宝
皆
用
之
。
若
常
朝
則
止
用
六
隻
耳
。

（
象
、
初
め
て
京
に
至
れ
ば
、
伝
へ
聞
く
に
先
づ
射
所
に
於
て
演
習
す
。
故
に

之
を
演
象
所
と
謂
ふ
。
而
る
に
錦
衣
衛
に
自
ら
訓
象
所
有
り
。
専
ら
象
奴
及

び
象
隻
を
管
す
。
特
に
錦
衣
指
揮
一
員
に
命
じ
て
之
を
提
督
せ
し
む
。
凡
そ

大
朝
会
に
は
役
像
甚
だ
多
し
。
駕
箪
、
駄
宝
に
及
ぶ
ま
で
皆
之
を
用
ふ
。
若

し
常
朝
な
れ
ば
則
ち
止
だ
六
隻
を
用
ふ
る
の
み
。
）

恩
。
象
平
日
所
受
禄
秩
、
倶
視
武
弁
有
等
差
。
遇
有
罪
艇
降
、
即
退
立
所
艇

之
位
、
不
復
敢
居
故
班
、
排
列
定
序
、
出
入
綴
行
。
較
人
無
少
異
。
真
物
中

之
至
霊
者
。

（
又
た
象
の
性
、
最
も
轡
た
り
。
朝
に
入
る
に
遅
誤
す
れ
ば
、
則
ち
上
の
賜
杖

を
命
ず
る
を
以
て
、
必
ず
伏
し
て
筆
を
受
く
る
こ
と
数
の
ご
と
く
、
起
ち
て

又
た
恩
を
謝
す
。
象
の
平
日
受
く
る
所
の
禄
秩
、
倶
に
武
弁
に
等
差
有
る
を

視
る
。
遇
々
罪
有
り
て
艇
降
す
れ
ば
、
即
ち
過
き
て
艇
め
し
所
の
位
に
立
ち

て
、
復
た
敢
へ
て
故
班
に
居
ら
ず
。
排
列
に
序
を
定
め
、
出
入
は
緩
行
す
。

人
に
較
べ
て
少
し
も
異
な
る
こ
と
無
し
。
真
に
物
中
の
至
霊
な
る
者
な
り
。
）
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明
代
に
は
馴
象
所
を
管
轄
す
る
部
署
は
「
錦
衣
衛
」
と
言
っ
た
。
明
代
の
史
料

で
あ
る
「
万
暦
野
痩
編
」
「
帝
京
景
物
略
」
に
そ
の
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
所
以

で
あ
る
。
「
欽
定
日
下
旧
聞
考
」
の
引
く
「
鍵
儀
衛
冊
」
に
拠
れ
ば
、
清
の
順
治

二
（
一
六
四
五
）
年
に
「
鍵
儀
衛
」
と
改
め
ら
れ
た
と
い
論
）
。
な
お
情
・
呉
長

両
書
に
や
や
遅
れ
る
と
思
わ
れ
る
明
の
劉
個
（
一
五
九
三
～
’
六
三
六
）
の
手

に
な
る
崇
禎
八
（
一
六
三
五
）
年
刊
行
の
「
帝
京
景
物
略
」
に
は
「
洗
象
」
の
様

子
が
以
下
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
宛
。

先
に
引
い
た
明
・
蒋
一
葵
の
「
長
安
客
話
」
巻
一
「
洗
象
」
は
以
下
の
よ
う
に

記
す
。（
三
伏
の
日
に
象
を
洗
ふ
。
錦
衣
衛
の
官
は
旗
鼓
を
以
て
象
を
迎
へ
、
順
承
門

を
出
で
て
、
響
聞
に
浴
せ
し
む
。
象
、
次
第
に
河
に
入
る
や
、
則
ち
菅
山
の

頼
る
る
な
り
。
額
耳
は
昂
回
し
、
鼻
は
箭
糾
吸
嘘
し
て
水
面
を
出
で
、
矯
矯

と
し
て
蚊
龍
の
勢
有
り
。
象
奴
索
を
挽
き
て
背
に
据
り
、
時
時
其
の
醤
を
出

没
す
。
観
る
者
、
両
岸
に
各
々
万
衆
、
面
首
、
貝
編
を
鱗
次
す
る
が
如
し
。

然
る
に
之
を
浴
せ
し
む
る
に
須
爽
な
る
能
は
ず
、
象
奴
抑
ち
調
御
し
て
起
た

し
め
、
云
へ
ら
く
、
浴
久
し
け
れ
ば
則
ち
雌
雄
し
、
相
雌
雄
す
れ
ば
則
ち
狂

ふ
と
。
）

象
房
在
宣
武
門
西
城
踏
北
。
毎
歳
六
月
初
伏
、
官
校
用
旗
鼓
迎
象
出
宣
武
門

濠
内
洗
濯
。

（
象
房
は
宣
武
門
西
城
嫡
北
に
在
り
。
毎
歳
六
月
初
伏
に
、
官
校
、
旗
鼓
を
用

て
象
を
迎
へ
、
宣
武
門
濠
内
に
出
て
洗
濯
す
。
）

雌
雄
則
狂
。

三
伏
日
洗
象
。
錦
衣
衛
官
以
旗
鼓
迎
象
出
順
承
門
、
浴
響
間
。
象
次
第
入
於

河
也
、
則
蒼
山
之
頽
也
。
額
耳
昂
回
、
鼻
箭
糾
吸
嘘
出
水
面
、
矯
矯
有
蚊
飽

之
勢
。
象
奴
挽
索
据
背
、
時
時
出
没
其
髻
。
観
者
両
岸
各
万
衆
、
面
首
如
鱗

次
貝
編
焉
。
然
浴
之
不
能
須
奥
、
象
奴
靭
調
御
令
起
、
云
浴
久
則
雌
雄
、
相

元
の
「
哀
垣
識
略
」
に
よ
れ
ば
「
宣
武
門
」
は
元
々
「
順
承
門
」
と
言
い
、
明
の

正
統
年
間
（
一
四
三
六
～
四
九
）
に
名
が
改
め
ら
れ
た
が
、
人
々
は
な
お
旧
名
で

呼
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
瞼
）
・
「
帝
京
景
物
略
」
に
「
順
承
門
」
と
い
う
名
の
出

る
所
以
で
あ
る
。

清
代
の
記
録
と
し
て
は
、
清
初
の
播
栄
陛
の
「
帝
京
歳
時
紀
勝
」
、
乾
隆
五
十

七
二
七
九
二
）
年
刊
の
汪
敢
淑
「
水
曹
清
暇
録
」
お
よ
び
清
末
の
富
察
敦
崇

の
「
燕
京
歳
時
記
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
燕
京
歳
時
記
」
洗
麹

象
房
有
象
時
、
毎
歳
六
月
六
日
牽
往
宣
武
門
外
河
内
浴
之
。
観
者
如
堵
。
後

因
癌
傷
人
、
遂
不
拳
養
。
光
緒
十
年
以
前
尚
及
見
之
。
象
房
在
宣
武
門
内
城

根
迩
西
。
帰
鍵
儀
衛
管
理
。
有
入
観
者
、
能
以
鼻
作
啓
簗
銅
鼓
声
。
観
者
持

銭
界
象
奴
、
如
教
献
技
。
又
必
斜
睨
象
奴
受
銭
満
数
、
而
後
昂
鼻
脩
首
、

鴫
鴫
出
声
。
将
病
、
耳
中
出
油
。
謂
之
山
性
発
。
象
寿
最
長
。
道
光
間
有
老

象
。
牙
有
銅
鐙
。
謂
是
唐
朝
故
物
、
乃
安
史
之
輩
携
来
者
。
後
因
象
奴
等
尅

『
水
曹
清
暇
鏑
）
」

毎
年
六
月
初
伏
、
官
校
用
鼓
吹
旗
幟
迎
赴
御
河
洗
浴
、
然
並
不
見
水
中
交
婚

也
。

（
毎
年
六
月
初
伏
に
、
官
校
、
鼓
吹
・
旗
幟
を
用
て
迎
へ
、
御
河
に
赴
き
て
洗

浴
せ
し
む
。
然
れ
ど
も
並
び
に
水
中
の
交
嬬
を
見
ざ
る
な
り
。
）

「
帝
京
歳
時
紀
勝
』
六
月
「
浴
輪
）
」

鍵
儀
衛
訓
象
所
、
於
三
伏
日
、
儀
官
具
履
服
、
設
儀
仗
鼓
吹
、
導
象
出
宣
武

門
西
旙
水
浜
浴
之
。
城
下
結
練
棚
、
設
儀
官
公
癖
監
浴
、
都
人
於
両
岸
観

望
。
環
聚
如
堵
。

（
鐙
儀
衛
の
訓
象
所
、
三
伏
の
日
に
、
儀
官
履
服
を
具
へ
、
儀
仗
・
鼓
吹
を
設

け
、
象
を
導
き
て
宣
武
門
の
西
、
旙
水
浜
に
出
て
之
を
浴
せ
し
む
。
城
下

線
棚
を
結
び
、
儀
官
公
癬
を
設
け
て
浴
を
監
し
、
都
人
両
岸
に
於
て
観
望
す
。

環
聚
堵
の
如
し
。
）
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「
帝
京
歳
時
紀
勝
」
に
あ
る
「
練
棚
」
は
飾
り
立
て
た
桟
敷
。
「
公
癬
」
は
役

所
が
設
け
た
臨
時
の
建
物
。
既
に
明
代
か
ら
「
洗
象
」
の
行
事
を
見
に
大
勢
の
見

物
人
が
集
ま
っ
た
こ
と
が
「
帝
京
景
物
略
」
に
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
帝
京
歳

時
紀
勝
」
の
こ
れ
ら
の
措
辞
は
一
層
華
や
か
な
見
物
の
情
景
を
想
像
さ
せ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
筆
記
史
料
を
並
べ
て
み
る
と
一
つ
の
問
題
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
「
洗
象
」
の
行
な
わ
れ
た
日
次
の
問
題
で
あ
る
。
「
万
暦

野
獲
編
」
「
燕
京
歳
時
記
」
に
は
六
月
六
日
、
「
長
安
客
話
」
「
帝
京
景
物
略
」
「
帝

京
歳
時
紀
勝
」
「
水
曹
清
暇
録
」
に
は
初
伏
あ
る
い
は
三
伏
と
記
さ
れ
て
い
て
明

ら
か
に
齪
鰭
が
見
ら
れ
る
。

扣
太
甚
、
相
継
倒
姥
。
故
成
豊
以
後
十
余
年
象
房
無
象
。
同
治
末
年
、
光
緒

初
年
、
越
南
国
貢
象
二
次
、
共
六
七
隻
、
極
其
肥
壮
。
都
人
観
者
喜
有
太
平

之
徴
、
欣
欣
載
道
。
自
東
長
安
門
傷
人
之
後
、
全
行
拘
禁
、
不
復
応
差
、
三

二
年
間
飢
餓
殆
尽
臭
。

（
象
房
に
象
有
り
し
時
、
毎
歳
六
月
六
日
、
章
き
て
宣
武
門
外
の
河
内
に
往
き
、

之
を
浴
せ
し
む
。
観
る
者
、
堵
の
如
し
。
後
、
癌
に
因
り
て
人
を
傷
つ
け
、

か
ん
…

遂
に
拳
養
せ
ず
。
光
緒
十
年
以
前
は
尚
ほ
之
を
見
る
に
及
ぶ
。
象
房
は
宣
武

い
せ
い

門
内
城
根
の
迩
西
に
在
り
。
鍵
儀
衛
の
管
理
に
帰
す
。
入
り
て
観
る
者
有
ら

ぱ
、
能
く
鼻
を
以
て
盛
築
銅
鼓
の
声
を
作
す
。
観
る
者
、
銭
を
持
ち
て
象
奴

あ
だ

に
男
ふ
れ
ば
、
教
ふ
る
如
く
技
を
献
ず
。
又
た
必
ず
斜
に
象
奴
の
銭
を
受

く
る
こ
と
数
に
満
つ
る
を
睨
て
、
而
る
後
、
鼻
を
昂
げ
首
を
術
し
て
、
鴫
鴫

と
声
を
出
す
。
将
に
病
ま
ん
と
す
れ
ば
、
耳
中
よ
り
油
を
出
す
。
之
を
山
性

ど
う
こ

発
と
謂
ふ
。
象
の
寿
、
最
も
長
し
。
道
光
の
間
に
老
象
有
り
。
牙
に
銅
鐘
あ

り
。
是
れ
唐
朝
の
放
物
、
乃
ち
安
史
の
蛾
の
挽
へ
来
た
る
者
と
謂
ふ
。
後
、

こ
く
こ
う
は
な
柱
だ

象
奴
等
の
尅
扣
の
太
甚
し
き
に
因
り
、
相
継
ぎ
て
倒
蕊
す
。
故
に
威
豊
以
後

十
余
年
象
房
に
象
無
し
。
同
治
末
年
、
光
緒
初
年
、
越
南
国
、
象
を
貢
ぐ
こ

と
二
次
、
共
に
六
七
隻
、
極
め
て
其
れ
肥
壮
た
り
。
都
人
の
観
る
者
、
太
平

の
徴
有
る
を
喜
び
、
欣
欣
と
し
て
戟
道
す
。
東
長
安
門
に
て
人
を
傷
つ
け
し

後
よ
り
、
全
く
拘
禁
を
行
な
ひ
、
復
た
応
差
せ
ず
、
三
二
年
の
間
に
飢
餓
し

て
殆
ど
尽
き
た
り
。
）

四
洗
象
詩

「
洗
象
」
の
行
事
を
詠
ん
だ
所
謂
「
洗
象
詩
」
は
、
管
見
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で

は
、
大
作
と
し
て
は
徐
滑
（
一
五
二
一
～
九
一
一
一
）
の
「
観
浴
象
」
、
王
継
皐
の

「
六
月
九
日
宣
武
門
外
看
洗
象
十
韻
」
、
孫
国
牧
の
「
宣
武
門
看
洗
象
次
王
元
直

韻
」
、
曹
学
栓
〈
一
五
七
四
～
一
六
四
七
）
の
「
洗
象
行
」
、
呉
偉
業
（
一
六
○

九
～
七
二
）
の
「
題
崔
青
矧
洗
象
図
」
、
王
士
旗
（
一
六
三
四
’
一
七
一
一
）
「
洗

象
行
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
洗
象
詩
」
の
具
体
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
徐
渭
と
王
子
頑
の
作
品
を
取
り
上

げ
る
。

徐
滑
は
、
漸
江
省
山
陰
の
人
。
書
画
、
詩
文
、
戯
曲
、
小
説
の
多
方
面
に
わ
た

る
才
能
を
示
し
た
人
。
青
木
正
児
「
徐
青
藤
の
藝
術
」
仁
詳
し
瞼
）
。
「
観
浴
象
」

は
、
「
長
安
客
話
」
「
帝
京
景
物
略
」
に
も
引
か
れ
て
い
る
が
彼
の
詩
集
に
収
め
る

詩
と
は
異
同
が
大
き
い
。
こ
こ
で
は
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
「
徐
滑
集
」
（
中

国
醤
局
）
の
本
文
に
従
論
〉
。

な
お
「
三
伏
」
と
は
「
初
伏
」
「
中
伏
」
「
末
伏
」
の
総
称
で
、
酷
暑
の
時
節
を

意
味
す
る
。
「
初
伏
」
は
夏
至
の
後
の
三
番
目
の
庚
の
日
、
「
中
伏
」
は
四
番
目
の

庚
の
日
、
「
末
伏
」
は
立
秋
の
後
の
最
初
の
庚
の
日
を
い
う
。
「
伏
」
は
「
火
気
」

を
恐
れ
て
「
金
気
」
が
蔵
伏
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
五
行
思
想
に

お
い
て
「
庚
」
は
「
金
の
兄
」
で
あ
り
「
金
性
」
に
属
す
る
が
、
夏
は
「
火
性
」

が
盛
ん
な
の
で
蔵
伏
す
る
と
い
う
の
で
あ
髭
。

観
洗
象

帝
京
初
伏
候

出
象
浴
城
端

乍
映
長
壌
黒

時
泗
巨
波
漫

有
顛
皆
械
垢

無
尾
不
蔵
鰻

出
没
漉
渦
口

徐
滑帝
京
初
伏
の
候

象
を
出
し
て
城
端
に
浴
せ
し
む

た
ち
止

乍
ち
映
じ
て
長
壕
黒
く

う
か

時
に
泗
ぴ
て
巨
波
漫
た
り

有
顛
皆
垢
を
穂
み

は
ん

無
尾
癖
を
蔵
せ
ず

出
没
す
漉
渦
の
口
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「
癖
」
は
皮
膚
に
生
ず
る
斑
点
。
「
旋
渦
」
は
う
ず
ま
き
。
「
崔
鬼
」
は
山

の
高
く
険
し
い
さ
ま
。
象
の
姿
を
形
容
す
る
常
套
句
。
「
巴
蛇
」
は
大
蛇
。
「
山
海

経
」
海
内
南
経
の
「
巴
蛇
は
象
を
食
ひ
、
三
歳
に
し
て
其
の
骨
を
出
す
」
を
踏
ま

え
る
。
「
艶
」
は
水
が
波
に
満
ち
る
さ
ま
。
「
溌
石
」
は
水
に
浸
っ
た
象
の
姿
を

楡
え
た
も
の
か
。
「
決
盟
」
は
水
を
流
し
す
す
ぐ
さ
ま
。
「
荷
」
「
繭
」
は
と
も
に

蓮
。
運
河
に
生
育
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
秣
翻
」
は
ま
ぐ
さ
。
「
厩
養
」
は

崔
蒐
楚
岸
端

巴
蛇
呑
未
下

灘
石
浸
還
乾

決
盤
麓
泥
落

吹
噴
細
雪
残

鼻
巻
荷
屈
水

牙
劃
繭
穿
欄

逐
隊
趨
蹄
易

呼
群
拭
背
難

秣
錫
断
養
習

揃
刷
羽
林
官

並
是
生
殊
域

同
来
飼
一
闘

不
争
傭
力
大

共
荷
主
恩
寛

帯
湿
驚
鈎
鉄

携
涼
臥
藁
榑

竃
鬮
心
不
畏

鼠
家
額
何
撹

昨
日
誰
狂
走

今
朝
爾
頓
安

従
蕊
須
自
愛

莫
更
損
闘
干

ま
つ
す
う
し
よ
う

》
蝋
》
》
は
厩
養
の
習
ひ

揃
刷
は
羽
林
の
官

並
び
に
是
れ
殊
域
に
生
じ

ａ
と
▲
》

同
に
来
胴
、
ソ
て
一
閾
に
飼
は
る

争
は
ず
偶
と
力
の
大
な
る
を

共
に
荷
な
ふ
主
恩
の
寛
き
を

湿
り
を
帯
び
て
鈎
鉄
に
驚
き

こ
う
た
ん

鯨
》
》
宅
携
へ
て
藁
樽
に
臥
す

竃
鼈
心
に
畏
れ
ず

そ
し

僅
凸
つ

鼠
家
額
に
何
ぞ
横
ま
ヂ
●

昨
日
誰
か
狂
走
せ
る

な
ん
じ
と
み

今
朝
爾
頓
に
安
’
）

鼓
従
り
須
く
自
愛
す
べ
し

更
に
闘
干
を
損
す
る
こ
と
莫
れ

さ
い
か
い

崔
蒐
た
り
賛
岸
の
端

巴
蛇
呑
み
て
未
だ
下
ら
ず

溌
石
浸
り
て
週
た
乾
く

け
つ
と
う
そ
で
い

決
過
麓
泥
落
一
つ

吹
噴
細
雪
残
す

鼻
巻
け
ば
荷
水
に
屈
し

牙
剥
せ
ば
議
潤
を
穿
つ

隊
を
逐
ひ
て
蹄
を
趨
ら
す
る
は
易
く

群
を
呼
び
て
背
を
拭
ふ
は
難
し

飼
育
す
る
こ
と
。
「
揃
刷
」
は
擦
っ
て
洗
う
こ
と
。
「
羽
林
」
は
象
を
管
理
す
る

錦
衣
衛
に
属
す
る
官
で
あ
る
。
「
鈎
鉄
」
は
象
遣
い
が
持
つ
鉄
製
の
釣
。
「
藁
榑
」

は
寝
藁
。
「
竃
鬮
」
は
大
海
亀
や
鰐
の
類
。
こ
の
一
聯
は
「
水
辺
に
棲
む
大
き
な

動
物
を
恐
れ
る
こ
と
の
な
い
象
の
貌
は
か
え
っ
て
鼠
や
家
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ

る
」
の
意
か
。
な
お
こ
の
詩
に
は
「
昨
に
一
象
忽
と
し
て
狂
ひ
て
奔
り
、
廟
門
の

閲
を
折
る
」
と
い
う
注
が
付
さ
れ
て
お
り
、
最
後
の
二
聯
は
そ
の
事
件
を
踏
ま
え

て
の
言
葉
に
な
る
。

王
士
頑
は
山
東
省
新
城
の
人
。
神
韻
説
の
首
唱
者
で
あ
り
、
情
初
詩
壇
の
領
袖

と
し
て
知
ら
れ
る
。
「
洗
象
行
」
は
文
化
三
（
一
八
○
六
）
年
に
日
本
で
刊
行
さ

れ
た
「
唐
土
名
勝
図
会
」
の
「
洗
象
」
の
記
事
に
も
引
か
れ
て
お
り
、
「
唐
土
名

勝
図
会
」
に
は
そ
れ
に
続
い
て
二
葉
に
わ
た
っ
て
「
洗
象
の
図
」
が
掲
げ
ら
れ
て

い
麺
。
以
下
の
引
用
は
「
漁
洋
糖
華
録
集
釈
」
（
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
よ
麩
）
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
編
年
休
で
編
ま
れ
た
情
・
金
栄
「
漁
洋
山
人
輔
華
録
菱
注
」
に

従
い
、
こ
の
詩
を
順
治
十
五
（
一
六
五
八
）
年
の
作
と
し
て
い
る
。

洗
象
行

水
関
蒼
蒼
柳
陰
碧

宝
馬
流
蘇
紛
絡
縄

日
中
伝
呼
洗
象
来

玉
河
波
射
珊
瑚
赤

須
奥
鉦
鼓
干
雲
霄

万
夫
声
寂
如
秋
宵

虎
毛
蛮
奴
踞
象
頂

丘
山
不
動
何
宮
嶢

岸
辺
突
兀
二
十
四

直
下
波
鱒
若
崩
墜

縦
横
欲
蹴
竃
鬮
宅

騰
踏
還
成
驚
鬮
隊

乍
如
昆
明
習
闘
戦

万
乗
旋
旗
眼
中
見

王
士
顛

水
関
蒼
蒼
と
し
て
柳
陰
碧
な
り

ら
く
え
き

宝
馬
の
流
蘇
紛
と
し
て
絡
鐸
す

日
中
伝
へ
呼
ぶ
洗
象
来
た
る
と

玉
河
波
は
射
す
珊
瑚
の
赤

須
奥
に
し
て
鉦
鼓
雲
霄
を
干
し

万
夫
の
声
は
寂
と
し
て
秋
宵
の
如
し

虎
毛
の
蛮
奴
象
の
頭
鱈
秬
踞
し

丘
山
動
か
ず
何
ぞ
宮
嶢

と
つ
こ
つ

岸
辺
突
兀
一
一
十
四

直
下
の
波
祷
崩
れ
墜
つ
る
が
如
し

げ
ん
だ

縦
横
に
蹴
ら
む
と
欲
す
竃
鼈
の
宅

が
か
ん

騰
踏
し
て
週
た
成
す
驚
鬮
の
隊

乍
ち
昆
明
に
闘
戦
を
習
ふ
が
如
く

あ
ら

万
乗
の
旋
旗
眼
中
に
見
は
る
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「
水
関
」
は
水
門
。
「
清
会
典
事
例
」
工
部
・
城
垣
に
よ
れ
ば
、
宣
武
門
の
西

に
も
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
流
蘇
」
は
五
彩
の
糸
を
雑
え
た
飾
り
。

「
絡
縄
」
は
往
来
の
絶
え
ぬ
さ
ま
。
「
虎
毛
」
は
象
遣
い
の
か
ぶ
る
帽
子
。
「
丘
山
」

は
大
営
な
象
を
瞼
え
た
も
の
。
先
に
引
い
た
郭
嘆
の
「
象
讃
」
に
も
「
動
け
ば
丘

の
徒
る
が
如
し
」
と
い
う
表
現
が
あ
っ
た
。
「
宮
嶢
」
は
山
の
高
い
さ
ま
。
こ
れ

も
象
の
大
き
さ
を
称
え
た
も
の
。
「
突
兀
」
は
高
く
抜
き
ん
出
た
さ
ま
。
「
二
十
四
」

は
象
の
数
を
示
す
か
。
曹
学
栓
の
「
洗
象
行
」
に
「
須
爽
に
し
て
前
導
す
執
金

吾
二
十
四
象
天
衝
を
趨
る
」
と
い
う
句
が
見
え
る
。
「
誼
懸
」
は
徐
滑
の
詩
に

既
出
。
こ
の
句
は
水
の
中
で
思
う
ま
ま
に
振
舞
う
象
の
姿
を
描
い
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
「
鷲
」
「
鶴
」
は
そ
れ
ぞ
れ
陣
形
の
一
・
「
春
秋
左
氏
伝
」
昭
公
二
十
一
年

て
い
へ
ん

の
伝
に
「
鄭
剛
は
鰯
を
為
さ
ん
と
願
ひ
、
其
の
御
は
鴬
を
為
さ
ん
と
願
ふ
」
と
あ

る
。
こ
の
句
は
象
が
命
令
一
つ
で
す
ぐ
に
隊
列
を
整
え
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ

う
。
「
昆
明
習
闘
戦
」
の
一
聯
は
前
漢
の
武
帝
の
故
事
。
武
帝
は
都
の
長
安
に
昆

又
如
列
陣
昆
陽
城

雷
雨
行
天
神
鬼
驚

奴
子
胡
旋
気
道
壮

忽
没
中
流
押
巨
波

撤
波
一
躍
万
人
呼

幡
然
却
出
層
霄
上

今
年
丞
相
収
夜
郎

扶
南
盤
況
求
王
章

遠
随
方
物
貢
天
閥

屹
然
立
仗
金
階
労

聖
朝
自
不
貰
異
物

致
此
亦
足
威
荒
遇

黄
門
鼓
吹
暮
復
動

海
立
山
移
浩
呼
泗

大
秦
師
子
多
威
神

山
林
豈
是
天
下
珍

又
た
陣
を
昆
陽
城
に
列
ぬ
る
が
如
く

雷
雨
天
を
行
き
て
神
鬼
驚
く

し
；
；

奴
子
の
胡
旋
気
逆
壮

な

忽
ち
中
流
に
没
し
て
巨
波
秤
つ
く

う

波
を
撒
ち
て
一
畷
す
れ
ば
万
人
呼
す

幡
然
却
て
層
霄
の
上
に
出
づ

今
年
丞
相
夜
郎
を
収
め

扶
南
の
盤
況
王
章
を
求
む

遠
く
方
物
に
随
っ
て
天
闘
に
貢
ぎ

屹
然
と
仗
を
立
つ
る
金
階
の
秀

聖
朝
自
ら
異
物
を
償
弧
ざ
れ
ど

此
を
致
せ
ば
亦
た
逼
荒
を
威
す
る
に
足
る

黄
門
鼓
吹
す
れ
ば
幕
に
復
た
動
ぎわ

海
立
ち
山
移
り
浩
呼
と
し
て
凶
く

大
秦
の
師
子
威
神
多
し

山
林
豈
に
是
れ
天
下
の
珍
な
ら
ん
や

明
国
に
あ
る
填
池
に
な
ぞ
ら
え
た
昆
明
池
を
穿
ち
、
そ
こ
で
水
戦
の
訓
練
を
し

た
と
い
う
。
「
三
輔
黄
図
」
な
ど
に
記
事
が
見
え
る
。
「
万
乗
」
は
天
子
の
兵
車
。

「
列
陣
昆
陽
城
」
の
一
聯
は
後
漢
の
光
武
帝
の
故
事
。
王
葬
の
大
軍
に
囲
ま
れ
た

昆
陽
城
か
ら
打
っ
て
出
て
大
勝
利
を
収
め
た
。
「
後
漢
書
」
光
武
帝
紀
に
よ
れ
ば

そ
の
際
「
大
雷
風
に
会
ひ
、
屋
瓦
皆
飛
び
、
雨
下
り
て
注
ぐ
が
如
し
」
で
あ
っ
た

と
い
う
。
象
が
盛
ん
に
水
を
撒
き
散
ら
す
さ
ま
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
胡
旋
」
は
西
域
か
ら
伝
わ
っ
た
旋
回
の
舞
・
こ
こ
で
は
象
の
背
に
乗
っ
た
象
遣

い
の
身
軽
な
所
作
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
「
幡
然
」
は
急
に
変
わ
る
さ
ま
。
「
夜
郎
」

は
漢
代
に
中
国
の
西
南
に
あ
っ
た
国
。
「
今
年
丞
相
収
夜
郎
」
の
句
は
、
こ
の
詩

の
作
ら
れ
た
順
治
十
五
年
に
寧
南
鏑
冠
大
将
軍
羅
託
や
征
南
将
軍
趙
布
泰
ら
が
貨

州
方
面
に
進
攻
し
て
帰
順
さ
せ
た
こ
と
を
指
す
ら
し
い
。
「
扶
南
」
は
現
在
の
イ

ン
ド
シ
ナ
半
島
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
国
。
「
盤
況
」
は
そ
の
王
。
「
藝
文
類
聚
」
巻

九
十
五
獣
部
下
「
象
」
に
引
く
「
呉
時
外
国
伝
」
に
は
「
扶
南
王
盤
況
、
少
く
し

て
雄
桀
。
山
林
に
大
象
有
る
を
聞
き
綱
ち
生
き
な
が
ら
之
を
捕
取
し
て
乗
騎
を
習

は
し
む
。
諸
国
聞
き
て
之
に
伏
す
」
と
あ
る
。

「
洗
象
」
の
行
な
わ
れ
た
日
次
に
つ
い
て
は
、
徐
滑
「
宣
武
門
看
洗
象
」
に
は

「
初
伏
」
と
詩
の
中
に
見
え
る
。
王
士
顕
「
洗
象
行
」
に
は
明
示
が
な
い
。
王
継

皐
の
詩
に
は
題
名
に
は
っ
き
り
「
六
月
九
日
」
と
あ
る
。
孫
国
牧
の
詩
は
王
継

皐
の
詩
に
対
す
る
次
韻
詩
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
自
体
に
は
明
示
は
な
い
。
曹

学
栓
の
詩
は
「
玉
河
六
月
河
水
長
し
、
朝
廷
の
旧
典
洗
象
を
賜
ふ
」
と
始

ま
り
、
「
六
月
」
と
い
う
こ
と
は
分
る
が
そ
れ
以
上
の
言
及
は
な
い
。
中
に
あ
っ

て
特
異
な
の
は
呉
偉
業
の
「
題
崔
青
矧
洗
象
図
」
で
あ
る
。
そ
の
中
に
次
の
よ
う

な
句
が
あ
る
。

京
師
風
俗
看
洗
象

玉
河
春
水
消
流
潔

赤
脚
烏
蛮
縛
双
帯

六
街
士
女
車
填
咽

叩
鼻
殿
成
北
閲
雷

怒
蹄
捲
怒
西
山
雪

京
師
の
風
俗
洗
象
を
看
る

玉
河
の
春
水
消
流
潔
し

赤
脚
の
烏
蛮
双
帯
を
縛
し

六
街
の
士
女
車
填
咽
す

鼻
を
叩
け
ば
殿
ん
に
成
る
北
闘
の
雷

蹄
を
怒
ら
せ
ば
捲
き
起
こ
る
西
山
の
雪
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五
「
洗
象
」
を
詠
ん
だ
竹
枝
詞

中
国
詩
歌
に
お
け
る
小
詩
の
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
「
竹
枝
詞
」
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
元
来
、
楽
府
の
一
体
と
し
て
、
男
女
の
情
事
や
土
地
の
風
俗
を
詠
じ

た
詩
で
あ
る
が
、
蘇
東
坂
以
後
は
土
地
の
風
土
を
詠
ず
る
こ
と
が
主
流
に
な
っ
た

と
い
う
。
北
京
を
テ
ー
マ
と
し
た
竹
枝
詞
を
集
め
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
「
北
京
風

俗
雑
詠
」
「
清
代
北
京
竹
枝
詞
」
が
あ
り
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
「
中
華
竹
枝
詞
」

（
釦
）

の
北
京
の
部
に
は
さ
ら
に
多
く
の
作
ロ
叩
が
拾
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
「
洗

象
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
詩
を
以
下
に
拾
っ
て
み
る
。
作
者
の
生
卒
年
、
作
品
の
刊

行
年
の
わ
か
る
も
の
は
古
い
順
に
並
べ
た
。
わ
か
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
三
冊

の
テ
キ
ス
ト
の
配
列
を
勘
案
し
て
並
べ
た
。
な
お
冒
頭
の
数
字
は
説
明
の
都
合
上

便
宜
的
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
消
流
」
は
小
さ
な
流
れ
。
「
赤
脚
」
は
裸
足
。
「
烏
蛮
」
は
色
の
黒
い
像
遣
い

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
「
六
街
」
は
都
の
広
い
通
り
。
「
填
咽
」
は
混
み
合
う
さ
ま
。

「
北
閲
雷
」
「
西
山
雪
」
は
そ
れ
ぞ
れ
水
浴
す
る
象
の
動
き
に
よ
っ
て
生
ず
る
大
音

響
と
水
し
ぶ
き
を
嘘
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
注
目
す
べ
き
は
「
春
水
」
と
い
う
表

現
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
題
名
か
ら
見
て
窪
青
矧
と
い
う
画
家
が
描
い
た
「
洗
象
図
」

に
対
し
て
詠
ん
だ
題
画
詩
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
絵
自
体
に
春
を
思
わ
せ
る
情
景

が
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
団
団
」
は
九
い
さ
ま
。
「
赤
日
」
は
太
陽
。
赤
は
太
陽
の
鰯
き
を
言
う
。

②
「
燕
台
ロ
号
一
百
首
」
其
二
十
四
快
名

打
鼓
従
奴
鼻
起
雷
打
鼓
は
奴
に
従
ひ
鼻
雷
を
起
こ
す

①
「
長
安
雑
興
效
竹
枝
体
」
其
六
廠
燈
（
一
六
三

団
団
赤
日
射
河
漬
団
団
た
る
赤
日
河
潰
に
射
し

爽
岸
人
看
密
似
雲
岸
を
丈
み
て
人
は
看
る
密
な
る
こ
と
雲
に
似
た
り

騎
象
蛮
奴
衝
浪
立
騎
象
の
蛮
奴
浪
を
衝
き
て
立
ち

晴
天
噴
落
雨
紛
紛
晴
天
の
噴
落
雨
紛
紛

六
三
九
～
一
七
○
七
）

「
六
街
」
は
都
の
大
通
り
。
「
日
午
」
は
ま
ひ
る
。
洗
象
の
行
な
わ
れ
る
時
間
帯

が
わ
か
る
資
料
で
あ
る
。

う

｝
」
の
作
に
は
「
象
奴
、
象
を
し
て
鼻
を
以
て
地
を
柱
た
し
む
。
其
の
声
雷
の
如

く
、
打
鼓
と
曰
ふ
。
」
と
い
う
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。

④
「
草
珠
一
串
」
遊
覧
、
其
十
得
碩
亭

伏
頭
洗
象
謹
城
河
伏
頭
象
を
洗
ふ
護
城
の
河

宣
武
門
西
婦
女
多
宣
武
門
西
婦
女
多
し

堪
笑
有
情
京
兆
筆
笑
ふ
仁
堪
へ
た
り
有
情
京
兆
の
筆

か

為
他
く
う
日
画
双
蛾
他
の
為
に
ヘ
マ
日
双
蛾
を
画
く

③
「
都
門
雑
詠
」
其
十
七
方
元
鴫

六
街
車
響
似
雷
奔
六
街
の
車
響
雷
の
奔
る
に
似
た
り

そ
ろ

日
午
斉
来
宣
武
門
日
午
斉
ひ
来
た
る
》
且
武
門

う
な
が

鉦
鼓
一
声
催
洗
象
鉦
鼓
一
声
洗
象
を
催
し

に
ご

玉
河
橋
下
水
初
櫛
玉
河
の
橋
下
水
初
め
て
灘
る

⑤
「
燕
台
雑
詠
」
其
四

⑥
「
春
明
雑
憶
」
城
南
洗
象
周
続
桂

夏
日
猶
伝
洗
象
謡
夏
日
猶
ほ
伝
ふ
洗
象
の
謡

多年輪
少年銭
人初便
看伏使
洗車住
象増房
来価開

宣
武
門
南
広
路
開

鴫
鉦
小
隊
籏
紅
瑛

離
鞍
宝
穀
如
流
水

争
看
城
濠
浴
象
来

争離鳴宣
ひ鞍鉦武
看宝の門蒋
る穀小南震

警察:：
糞＄銭け
来しる
た

る

を

お
く

銭
を
輪
、
り
て
便
ち
住
房
を
開
か
し
む

年
年
初
伏
車
は
価
を
増
し

多
少
の
人
は
看
る
洗
象
の
釆
た
る
を
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七
言
四
句
の
短
い
形
式
で
あ
る
が
、
八
首
並
べ
て
み
る
と
「
洗
象
」
の
行
事
の

様
子
が
髪
露
と
し
て
く
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
ず
、
鉦
鼓
の
一
声
を
も
っ
て
象
が

河
に
入
り
行
事
が
始
ま
る
こ
と
（
③
）
、
象
が
河
に
入
っ
て
い
る
間
に
も
楽
隊
の

音
楽
が
引
き
続
い
て
奏
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
⑥
）
が
わ
か
る
。
ま
た
大
勢
の
見
物

人
が
河
の
両
岸
に
並
ん
で
い
た
こ
と
（
①
）
は
、
筆
記
資
料
に
も
記
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
に
化
粧
を
し
た
女
性
も
多
く
（
④
）
、
車
を
趨
ら
せ
て
宣
武
門
ま
で

や
っ
て
来
て
い
て
い
る
こ
と
（
②
③
）
な
ど
か
ら
、
そ
の
歓
楽
的
な
雰
囲
気
が
う

か
が
わ
れ
る
。
⑥
は
子
ど
も
の
頃
目
に
し
た
洗
象
の
行
事
を
追
憶
し
て
の
作
と
思

「
潴
」
は
水
の
た
ま
っ
て
い
る
所
を
さ
す
。
「
水
平
」
は
水
位
を
示
す
標
示
。
清

の
紀
均
の
「
閲
微
草
堂
筆
記
」
に
よ
れ
ば
、
宣
武
門
の
子
城
内
に
墓
の
よ
う
な
も

の
が
五
つ
あ
り
、
水
位
標
の
よ
う
な
役
目
を
果
し
て
い
た
ら
し
い
。
宣
武
門
は
地

勢
的
に
京
城
の
中
で
最
も
低
い
位
置
に
あ
っ
た
の
で
、
夜
大
雨
が
降
っ
た
時
な
ど

（
卯
）

は
そ
れ
を
指
標
に
水
門
を
開
け
て
水
を
排
出
し
た
と
あ
る
。

⑧
「
燕
京
歳
時
雑
詠
」
其
十
二
孫
雄
（
一
八
六
六
～
一
九
三
五
）

訓
象
能
為
濟
簗
声
訓
象
能
く
為
す
鋳
葉
の
声

城
河
洗
随
一
身
軽
城
河
に
髄
を
洗
ひ
て
一
身
軽
し

太
平
有
象
思
全
盛
太
平
に
象
有
り
て
全
盛
を
恩
は
せ

列
隊
趨
朝
解
送
迎
列
隊
朝
に
趨
り
て
送
迎
を
解
く

⑦
「
燕
京
歳
時
雑
詠
」
其
十
八
張
朝
轍ち
よ

宣
武
城
濠
濠
有
潴
一
旦
武
城
濠
濠
仁
潴
有
り

年
年
洗
象
水
平
鋪
年
年
象
を
洗
ふ
水
平
鋪

大
吹
轄
築
敲
銅
鼓
大
い
に
感
簗
を
吹
き
銅
鼓
を
敵
け
ば

拠
榔
金
銭
富
象
奴
金
銭
を
拠
櫛
し
て
象
奴
を
富
ま
し
む

少
時
曾
見
両
三
遭

岸
辺
鼓
吹
人
声
雑

象
鼻
高
吹
河
水
高

少
時
曾
て
見
し
両
三
週

岸
辺
の
鼓
吹
人
声
雑
り

象
鼻
高
く
吹
き
て
河
水
高
し

六
年
中
行
事
「
洗
象
」
の
背
景

「
洗
象
」
の
行
事
に
関
す
る
筆
記
史
料
、
「
洗
象
詩
」
、
竹
枝
詞
を
見
て
き
た
が
、

そ
の
執
り
行
わ
れ
た
日
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
大
筋
で
は
「
三
伏
」
（
特
に
そ
の

「
初
伏
」
）
と
「
六
月
六
日
」
の
二
つ
の
方
向
に
分
れ
る
。
し
か
し
、
両
者
そ
れ
ぞ

れ
に
時
代
を
超
え
て
支
持
す
る
記
述
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
全
て
信
用
す
る
な

ら
ば
、
竹
枝
詞
「
燕
台
口
号
一
百
首
」
の
注
に
言
う
よ
う
に
時
間
軸
に
沿
っ
て
一

方
か
ら
一
方
へ
移
行
し
た
と
い
っ
た
綺
麗
な
関
係
に
整
理
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
。実
は
「
清
会
典
」
巻
八
十
三
「
鍵
儀
衛
」
に
は
洗
象
の
日
次
に
関
す
る
規
定
が

あ
り
、
「
一
一
一
伏
に
は
則
ち
象
を
洗
ふ
」
と
記
さ
れ
、
「
初
伏
・
中
伏
・
末
伏
が
三
伏

な
り
。
象
を
宣
武
門
外
の
城
河
に
洗
ふ
。
彩
棚
を
設
く
。
旗
手
術
は
金
鼓
を
備
ふ
。
」

と
注
し
て
い
る
。
仮
に
こ
の
「
清
会
典
」
の
規
定
を
中
心
に
置
い
て
「
燕
台
口
号

一
百
首
」
の
注
の
方
向
で
考
え
る
と
清
末
の
富
察
敦
崇
の
『
燕
京
歳
時
記
』
の

「
六
月
六
日
」
の
記
事
を
疑
え
ば
話
は
綺
麗
に
整
理
出
来
る
こ
と
に
な
る
が
、
推

測
は
そ
こ
で
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
燕
京
歳
時
記
」
は
光
緒
三

十
二
（
一
九
○
六
）
年
の
刊
行
で
あ
り
、
そ
れ
は
洗
象
の
行
事
が
途
絶
え
て
か
ら

二
十
年
を
経
て
い
る
が
、
こ
の
書
を
基
準
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
情
報
も

多
数
収
め
ら
れ
て
い
る
文
献
で
あ
る
。
代
々
北
京
に
居
を
構
え
た
満
州
貴
族
と
い

う
著
者
の
出
自
も
記
事
の
信
頼
性
を
増
す
材
料
で
あ
ろ
う
。
ま
た
三
章
に
引
い
た

「
燕
京
歳
時
記
」
「
洗
象
」
の
記
事
の
一
部
は
「
万
暦
野
獲
編
」
の
記
事
を
引
用
し

た
「
欽
定
日
下
旧
聞
者
」
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ

こ
に
あ
え
て
「
六
月
六
日
」
と
記
し
た
作
者
の
意
思
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

わ
れ
る
が
、
行
事
の
途
絶
え
た
後
も
「
洗
象
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
謡
が
歌
い
継
が

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

洗
象
の
行
な
わ
れ
た
日
次
に
つ
い
て
は
②
に
「
初
伏
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
れ
に
「
旧
例
は
六
月
六
日
に
象
を
洗
ふ
。
今
は
初
伏
の
日
を
以
て
す
」

と
い
う
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
「
清
代
北
京
竹
枝
詞
」
を
編
ん
だ
路
工
は
、
そ
の

「
前
言
」
で
こ
の
作
品
の
作
者
は
査
捜
（
一
七
七
○
～
’
八
一
一
一
四
）
で
は
な
い
か

と
推
測
し
て
い
る
。
書
か
れ
た
年
代
は
嘉
慶
初
二
七
九
八
）
年
前
後
と
い
う
。
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の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
「
燕
京
歳
時
記
」
が
「
欽
定
日
下
旧

聞
者
」
を
襲
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
洗
象
の

行
事
の
日
次
に
関
し
て
は
、
「
万
暦
野
獲
編
」
に
「
六
月
六
日
」
と
し
て
い
た
も

の
を
「
欽
定
日
下
旧
聞
者
」
は
「
六
月
初
伏
」
と
し
た
の
だ
が
、
「
燕
京
歳
時
記
」

は
再
び
「
六
月
六
日
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
万
暦
野
猿
編
」
を
見
て
い

る
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
明
ら
か
に
見
て
い
る
「
欽
定
日
下
旧
聞
考
」

の
「
初
伏
」
に
は
従
わ
ず
、
明
確
な
意
思
を
も
っ
て
「
六
月
六
日
」
と
記
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
洗
象
の
日
次
が
「
三
伏
」
で
あ
っ
た
か
「
六
月
六
日
」
で
あ
っ
た
か
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
挙
げ
た
材
料
で
は
決
め
手
が
見
つ
か
ら
な
い
が
、
翻
っ
て
考

え
て
み
る
と
両
者
の
記
述
の
並
存
を
許
す
と
こ
ろ
に
「
洗
象
」
と
い
う
行
事
の
特

質
が
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
「
洗
象
」
と
い
う
行
事
が
成
立

す
る
背
景
に
は
、
六
月
六
日
に
犬
や
猫
を
洗
う
と
い
う
民
間
で
行
な
わ
れ
て
い
た

風
俗
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

明
・
沈
徳
符
「
万
暦
野
獲
編
」
巻
二
十
四
「
六
月
六
日
」
の
項
に
は
以
下
の
よ

う
に
あ
る
。

の
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
三
者
の
記
述
を
時
代
順
に
並
べ
て
み
る
と

「
万
暦
野
獲
編
」

又
能
以
鼻
作
磐
築
銅
鼓
諸
声
。
入
観
者
持
銭
男
象
奴
、
如
教
献
技
。
又
必
斜

睨
奴
受
銭
満
数
、
而
後
昂
鼻
術
首
、
鴫
鴫
出
声
。

「
燕
京
歳
時
記
」

有
人
観
者
、
能
以
鼻
作
感
築
銅
鼓
声
。
観
者
持
銭
界
象
奴
、
如
教
献
技
。

又
必
斜
睨
象
奴
受
銭
満
数
、
而
後
昂
鼻
術
首
、
鴫
鴫
出
声
。

「
欽
定
日
下
旧
聞
考
」

人
有
入
観
者
、
能
以
鼻
作
藩
栗
銅
鼓
声
。
観
者
持
銭
男
象
奴
、
如
教
献
技
。

又
必
斜
睨
象
奴
受
銭
満
数
、
而
後
昂
鼻
附
首
、
嶋
鴫
出
声
。

四
月
八
日
は
釈
迦
の
誕
生
日
。
す
な
わ
ち
浴
仏
節
で
あ
る
。
｜
方
、
六
月
六
日

は
犬
猫
を
洗
う
日
で
あ
る
。
楊
南
峰
は
四
月
八
日
に
入
浴
し
て
い
た
自
分
を
仏
に

比
し
、
六
月
六
日
に
入
浴
し
て
い
た
毛
栗
蓄
を
犬
猫
に
比
し
て
戯
れ
て
い
る
訳
で

あ
る
。
六
月
六
日
に
犬
や
猫
を
洗
う
風
習
が
如
何
に
一
般
化
し
て
い
た
か
を
示
す

史
料
と
い
え
よ
う
。

（
鋼
）

明
・
田
汝
成
「
西
湖
遊
覧
志
余
」
巻
一
一
十

六
月
六
日
…
（
中
略
）
…
是
日
、
郡
人
界
猫
狗
之
河
中
、
致
有
旧
没
搬
泥
、

呉
の
地
方
の
例
に
な
る
が
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

（
鉋
）

明
の
蒋
一
葵
『
尭
山
堂
外
紀
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
逸
話
が
載
せ
涙
つ
れ
て
い
る
。

毛
栗
篭
理
性
謁
楊
南
峰
、
適
浴
。
閣
者
以
告
、
不
獲
見
。
後
南
峰
答
拝
、

栗
篭
亦
以
浴
報
、
称
不
見
。
南
峰
即
題
所
投
刺
曰
、
君
来
拝
我
我
洗
浴
、
我

来
拝
君
君
洗
浴
、
君
拝
我
時
四
月
八
、
我
拝
君
時
六
月
六
。

こ
ん
じ
や

（
毛
栗
篭
理
、
住
き
て
楊
南
峰
に
謁
す
る
に
、
適
々
浴
す
。
閣
者
以
て
告
げ
、

ま
み

見
ゆ
る
を
獲
ず
。
後
、
南
峰
答
拝
す
る
に
、
栗
篭
亦
た
浴
を
以
て
報
じ
、
見

え
ず
と
称
す
。
南
峰
即
ち
投
ず
る
所
の
刺
に
題
し
て
曰
く
、
君
来
り
て
我
を

拝
す
る
に
我
洗
浴
す
、
我
来
り
て
君
を
拝
す
る
に
君
洗
浴
す
、
君
の
我
を
拝

す
る
時
は
四
月
八
、
我
の
君
を
拝
す
る
時
は
六
月
六
。
）

六
月
六
日
本
非
令
節
。
但
内
府
皇
史
筬
畷
曝
列
聖
実
録
・
列
聖
御
製
文
集

諸
大
函
。
則
毎
年
故
事
也
。
至
於
時
俗
、
婦
女
多
於
是
日
沐
髪
。
謂
沐
之
則

不
随
不
垢
。
至
猫
犬
之
属
亦
伸
浴
於
河
。

く
ら

（
一
ハ
月
一
ハ
日
は
本
と
令
節
に
非
ず
。
但
し
内
府
皇
史
の
筬
、
列
聖
実
録
・
列
聖

御
製
文
集
の
諸
大
函
を
噸
曝
す
。
則
ち
毎
年
の
故
事
な
り
。
時
俗
に
至
り
て

れ
ば

は
、
婦
女
多
く
是
の
日
に
沐
髪
す
。
謂
へ
ら
く
、
之
を
沐
せ
ぱ
則
ち
殖
ら
ず

垢
つ
か
ず
と
。
猫
犬
の
属
に
至
り
て
も
亦
た
河
に
浴
せ
し
む
。
）
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3８ 

旧
暦
の
六
月
六
日
は
酷
暑
の
時
節
で
あ
り
、
そ
の
日
は
と
り
わ
け
夏
の
暑
さ
を

代
表
す
る
日
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
宋
の
金
盈
之
「
酔
翁
談
録
」

（
鑓
）

巻
四
の
「
六
月
」
の
項
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

《
麺
）

漬
・
衰
景
欄
「
呉
郡
歳
華
紀
麗
」
巻
六
「
浴
猫
犬
」

六
月
六
日
、
俗
牽
猫
犬
浴
於
河
。
云
以
避
磯
風
。

（
六
月
六
日
、
俗
に
猫
犬
を
牽
き
て
河
に
浴
せ
し
む
。

云
ふ
。
）

（
鋼
）

精
・
禰
磨
禄
『
清
嘉
録
」
巻
六
、
六
月
「
狗
酬
浴
」

諺
云
、
六
月
六
、
狗
翻
浴
。
謂
六
月
六
日
牽
猫
犬
浴
干
河
、
可
避
風
駐
。

か
い
よ
く

（
諺
に
云
ふ
、
六
月
六
、
狗
臓
浴
す
、
と
。
一
ハ
月
六
日
、
猫
犬
を
牽
き
て
河
に

し
っ
し
③

浴
せ
し
め
、
風
蛙
を
避
／
、
く
し
と
調
う
。
）

北
京
に
関
し
て
は
清
初
の
播
栄
陛
の
「
帝
京
歳
時
紀
勝
」
六
月
六
日
に
次
の
よ

う
な
一
言
及
が
あ
る
。

娘
路
就
整
者
、
其
取
義
寛
不
可
暁
也
。

か

（
六
月
六
日
・
・
（
中
略
）
…
是
の
日
、
郡
人
、
猫
狗
を
界
き
て
河
中
に
之
き
、

搬
泥
に
沼
没
し
、
顕
鎗
と
し
て
姥
に
就
く
者
有
る
に
致
る
。
其
の
取
義
党
に

暁
か
に
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
）

内
府
鍵
駕
庫
、
皇
史
筬
等
処
、
噸
瞭
鍵
輿
儀
仗
及
歴
朝
御
製
詩
文
集
経
史
。

士
庶
之
家
、
衣
冠
帯
履
亦
出
曝
之
。
婦
女
多
於
是
日
沐
髪
。
謂
沐
之
不
賦

不
垢
。
至
於
騨
馬
猫
犬
牲
畜
之
属
、
亦
沐
於
河
。

（
内
府
の
鍵
駕
庫
、
皇
史
筬
等
の
処
、
蕊
興
儀
仗
及
び
歴
朝
の
御
製
詩
文
集
、

経
史
を
畷
隙
す
。
士
庶
の
家
、
衣
冠
帯
履
亦
た
出
だ
し
て
之
を
曝
す
。
婦

溜

女
多
く
是
の
日
に
沐
髪
す
。
之
を
沐
せ
ぱ
脈
ら
ず
垢
つ
か
ず
と
謂
ふ
。
騨
馬

猫
犬
牲
畜
の
属
に
至
り
て
は
、
亦
た
河
に
沐
せ
し
む
。
）

Ｂ
合
し
つ

以
て
磯
『
“
（
を
避
く
る
と

以
上
の
史
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
｜
年
で
最
も
暑
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
六

月
六
日
に
、
宮
中
に
あ
っ
て
は
儀
仗
用
の
品
や
保
管
さ
れ
て
い
る
実
録
、
詩
文
集

の
虫
干
し
を
し
た
訳
で
あ
る
。
こ
の
日
に
洗
え
ば
垢
を
生
じ
な
い
と
い
う
の
は
俗

説
で
あ
ろ
う
が
、
民
間
に
あ
っ
て
も
婦
女
が
こ
の
日
に
髪
を
洗
い
、
ま
た
猫
や
犬

を
河
で
洗
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
犬
猫
に
と
ど
ま
ら
ず
騨
馬
な
ど
の
家
畜
に

も
及
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
延
長
線
上
に
宮
中
で
飼
わ
れ
て
い
た
象
を
洗
う

「
洗
象
」
の
行
事
が
生
れ
た
と
想
像
す
る
の
は
見
易
い
道
理
で
あ
ろ
う
。
酷
暑
を

意
味
す
る
「
三
伏
」
特
に
そ
の
「
初
伏
」
に
そ
の
行
事
を
行
な
う
と
い
う
こ
と
も

自
然
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
ら
の
行
為
は
夏
の
烈
日
の

も
と
で
行
な
う
点
に
本
来
的
な
意
味
が
あ
る
の
で
、
天
候
次
第
で
は
日
を
ず
ら
す

こ
と
が
許
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
三
伏
」
と
い
う
規
定
な
ら
ば
さ
ら
に

そ
の
許
容
の
幅
は
広
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
「
清
会
典
」
に
見
ら
れ
る
宮

の
規
定
の
「
三
伏
」
と
民
間
の
「
浴
猫
犬
」
に
由
来
す
る
「
六
月
六
日
」
の
考
え

方
の
混
在
が
結
果
的
に
許
さ
れ
る
状
況
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

第
三
章
に
引
い
た
富
察
敦
崇
「
燕
京
歳
時
記
」
に
記
す
よ
う
に
、
清
の
時
代
に

北
京
に
象
が
存
在
し
な
か
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
同
治
末
年
と
光
緒

初
年
に
越
南
国
か
ら
二
度
に
わ
た
っ
て
献
上
さ
れ
た
象
も
光
緒
十
二
八
八
四
）

年
に
人
を
傷
つ
け
た
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
儀
仗
の
役
か
ら
外
さ
れ
、
や
が

て
滅
び
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
先
に
見
た
周
銃
桂
の
竹
枝
詞
に
あ
る

よ
う
に
、
「
洗
象
」
の
行
事
の
こ
と
は
そ
れ
が
途
絶
え
た
後
も
北
京
の
人
々
の
間

で
な
お
良
き
思
い
出
と
し
て
生
き
つ
づ
け
て
い
た
。

羅
信
耀
著
「
北
京
風
俗
大
全
」
と
い
う
本
に
も
思
い
出
と
し
て
の
「
洗
象
」
へ

（
釘
）

の
言
及
が
あ
る
。
こ
の
書
は
、
北
京
で
発
行
さ
れ
て
い
た
「
『
ず
の
勺
の
菅
口
舶

○
冨
○
己
。
］
の
（
北
京
時
事
日
報
）
」
と
い
う
英
字
新
聞
に
一
九
一
一
一
九
年
の
二
月
二
十

六
日
、
開
封
府
皆
言
猫
児
常
苦
寒
、
一
歳
之
中
、
唯
六
月
六
日
一
日
熱
。

（
六
日
、
開
封
府
皆
言
ふ
、
猫
児
常
に
寒
き
に
苦
し
む
。
一
歳
の
中
、
唯
六
月

六
日
一
日
の
み
熱
し
、
と
。
）
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3９ 
六
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
十
日
に
か
け
て
連
載
さ
れ
た
記
事
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
り
、
本
来
外
国
人
に
北
京
の
風
俗
を
紹
介
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
小
説
風
の
読

み
物
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
そ
の
日
が
旧
暦
の
六
月
六
日
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

た
呉
老
爺
が
主
人
公
で
あ
る
孫
の
小
禿
児
に
自
分
の
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
を
語

っ
て
き
か
せ
る
か
た
ち
で
「
洗
象
」
の
行
事
が
登
場
す
る
場
面
が
あ
る
。
六
月
六

日
は
と
て
も
大
切
な
日
で
、
何
週
間
も
前
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
。
父
に

連
れ
ら
れ
て
報
国
寺
の
虫
干
し
を
見
に
行
き
、
精
進
料
理
を
食
べ
た
こ
と
。
そ
の

虫
干
し
を
見
て
か
ら
宣
武
門
外
の
運
河
に
洗
象
の
行
事
を
見
に
行
っ
た
こ
と
な
ど

が
甘
美
な
思
い
出
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
「
洗
象
」
の
行
事
が
途
絶
え
て
か
ら

半
世
紀
以
上
た
っ
た
時
点
に
お
い
て
も
な
お
北
京
の
風
俗
を
語
る
上
で
欠
く
こ
と

の
出
来
な
い
も
の
と
し
て
伝
聞
の
形
を
借
り
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〈
注
〉

（
１
）
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
著
「
段
嘘
的
発
現
与
研
究
」
第
八
章
（
科
学
出

版
社
、
’
九
九
四
年
）

（
２
）
以
上
、
「
中
国
大
百
科
全
脅
考
古
学
」
（
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、
一
九
八
六

年
）
’
三
○
頁
「
婦
好
墓
」
お
よ
び
図
三
十
三
な
ど
参
照
。

（
３
）
「
中
国
美
術
全
集
工
藝
美
術
編
４
青
銅
器
（
上
巨
（
文
物
出
版
社
、
’
九
八

五
年
）
’
○
六
頁
、
一
八
六
頁
。

（
４
）
以
下
の
二
十
四
史
の
引
用
は
、
中
華
瞥
局
の
標
点
本
に
拠
る
。
但
し
、
句
読
点
等

の
符
号
は
私
に
改
め
た
。

（
５
）
滴
・
張
玉
書
等
奉
勅
編
「
側
文
斎
詠
物
詩
選
」

（
６
）
精
・
陳
元
龍
等
奉
勅
編
「
歴
代
賦
桀
」
巻
一
百
三
十
四

（
７
）
明
・
張
溥
輯
「
漢
魏
六
朝
百
三
名
家
集
」

（
８
）
「
山
海
経
」
南
山
経
。
以
下
「
山
海
経
」
の
引
用
は
四
部
叢
刊
本
に
拠
る
。

（
９
）
「
全
唐
詩
』
の
引
用
は
、
中
華
書
局
の
標
点
本
に
拠
る
。

（
辿
清
・
顧
嗣
立
編
「
元
詩
選
」
初
集
、
庚
集
（
中
華
書
局
）

（
、
）
影
印
本
「
清
会
典
」
巻
八
十
三
（
中
華
書
局
）
。
な
お
引
用
文
中
の
〈
注
〉
以
下

は
テ
キ
ス
ト
に
備
わ
る
割
注
を
意
味
す
る
。

（
皿
）
影
印
本
「
清
会
典
事
例
」
巻
一
千
一
百
九
（
中
華
瞥
局
）

冠
）
「
漬
史
稿
』
巻
一
百
五
（
中
華
書
局
）

も
の
に
つ
い
て
の
古
い
文
献
と
し
て
は
「
漢
書
」
郊
祀
志
上
に
「
伏
祠
を
作
す
」

と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
妬
）
「
青
木
正
兇
全
集
」
〈
春
秋
社
）
第
二
巻
「
支
那
文
藝
論
薮
」
所
収
。

（
〃
）
中
国
古
典
文
学
基
本
諭
書
「
徐
滑
集
」
巻
八
（
中
華
醤
局
）

（
翌
岡
田
玉
山
編
述
「
唐
土
名
勝
図
会
」
巻
之
四

（
型
中
国
古
典
文
学
叢
書
「
漁
洋
輔
華
録
集
釈
」
巻
一
（
上
海
古
籍
出
版
社
）

（
辺
「
北
京
風
俗
雑
詠
」
（
北
京
古
籍
出
版
社
）
、
「
清
代
北
京
竹
枝
詞
」
（
北
京
古
籍
出

版
社
）
、
「
中
華
竹
枝
詞
」
（
北
京
古
籍
出
版
社
）
。

〈
、
）
漬
・
紀
均
「
閲
微
草
堂
筆
記
」
巻
二
十
二
（
上
海
古
籍
出
版
社
）

宛
）
明
・
蒋
一
葵
「
尭
山
堂
外
紀
」
巻
九
十
一
。
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
本
に
拠

る
。

（
羽
）
明
・
田
汝
成
「
西
湖
遊
覧
志
余
」
巻
二
十
（
上
海
古
籍
出
版
社
）

（
型
清
・
顧
禄
「
清
嘉
録
」
巻
六
（
上
海
古
籍
出
版
社
〉

（
至
情
・
衷
景
淵
「
呉
郡
歳
華
紀
腿
」
巻
六
（
江
蘇
古
籍
出
版
社
）

（
錨
）
宋
・
金
盈
之
「
新
編
酔
翁
談
録
」
巻
四
（
古
典
文
学
出
版
社
）

（
訂
）
羅
信
鰯
著
、
藤
井
省
三
・
宮
尾
正
樹
・
坂
井
洋
史
・
佐
藤
豊
訳
「
北
京
風
俗
大
全
」

（
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
）
に
拠
る
。
原
書
は
、
函
・
巨
・
百
三
の
・
弓
の
臣
ご
目
白
認
の

。
｛
鬘
貝
『
す
の
巨
訂
○
冒
一
の
・
百
勺
の
百
］
ぬ
三
目
・
言
一
・
円
自
（
曰
の
翫
口
、
一
三
の
勺
の
百
］
ぬ

○
ず
８
己
●
一
の
勺
『
の
⑪
⑪
》
］
＠
さ
目
Ｑ
］
豊
】
）
。

Ｅ
）
影
印
本
「
清
会
典
図
」
巻
八
十
五
〈
中
華
書
局
）

〈
店
）
影
印
本
「
万
寿
盛
典
」
巻
四
十
一
〈
北
京
古
籍
出
版
社
）

（
肥
）
北
京
古
籍
鍍
薔
「
長
安
客
話
・
酌
中
志
」
（
北
京
古
籍
出
版
社
）

（
Ⅳ
）
北
京
古
籍
叢
書
「
欽
定
日
下
旧
聞
考
」
巻
四
十
九
（
北
京
古
籍
出
版
社
）

（
肥
）
歴
代
史
料
筆
記
鍛
刊
（
元
明
史
料
筆
記
）
「
万
暦
野
獲
編
」
巻
二
十
四
（
中
華
書

局
）

（
ｕ
北
京
古
籍
叢
書
「
帝
京
景
物
略
」
巻
二
（
北
京
古
籍
出
版
社
）

（
型
北
京
古
籍
叢
書
「
欽
定
日
下
旧
聞
考
」
巻
七
十
二
（
北
京
古
籍
出
版
社
）

（
型
北
京
古
籍
識
書
「
哀
垣
識
略
」
巻
七
（
北
京
古
籍
出
版
社
）

壷
）
「
帝
京
歳
時
紀
勝
・
燕
京
歳
時
記
」
（
北
京
古
籍
出
版
社
）

（
羽
）
「
水
曹
清
暇
録
」
巻
六
（
北
京
古
籍
出
版
社
）

瓦
）
注
皿
に
同
じ
。

兎
）
「
初
学
記
」
巻
四
「
伏
日
」
に
引
く
「
陰
陽
書
」
参
照
。
「
陰
陽
書
」
で
は
「
末
伏
」

「
初
学
記
」
巻
四
「
伏
日
」
に
引
く
「
陰
陽
書
」
参
照
。
「
陰
陽
書
」
で
は
「
末
伏
」

を
「
後
伏
」
と
す
る
が
、
現
今
の
通
行
し
て
い
る
呼
称
に
従
っ
た
。
「
伏
」
そ
の
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